
【事務取扱生協】 西宮市民共済生活協同組合
【引受保険会社】 東京海上日動火災保険株式会社（幹事）
（非幹事保険会社）共栄火災海上保険株式会社/損害保険ジャパン日本興亜株式会社/三井住友海上火災保険株式会社

【団体契約者】※2人目からのご加入は、個人賠償責任がセット不要のため、
　月払保険料が160円安くなります。

2024年10月作成　24TC-003986

月払保険料（おひとりあたり）

900円コース
☆2人目からは740円となります。

最
高3億円
部位・症状に応じて 2万円～20万円

20,000円入通院
1日以上
治療給付金

入通院5日以上

示談交渉サービス付（日本国内のみ）
（日本国外1億円）

入通院給付金

個人賠償責任

年齢制限、健康診査なし！

自転車事故
でも安心！

一律

この誌面は、団体総合生活保険の概要をご紹介したもの
です。ご加入にあたっては、必ず「重要事項説明書」をよく
お読みください。ご不明な点等がある場合には、
取扱代理店までお問い合わせください。

全国の生協組合員の
団 体 契 約 だ から
保険料が割安！
団体割引

30％
団 体 契 約 だ から団 体 契 約 だ から
保険料が割安！保険料が割安！保険料が割安！

％％ケガケガケガケガ
コープの

（団体総合生活保険）

ケガケガケガケガケガケガ
新新

傷害一時金プラン
1日以上のケガの通院または入院で傷害一時金をお支払い！

西宮市民共済からのご案内
webからの
加入はこちら！

スマホでも
簡単アクセス

0120-24-9431通話料
無　料

まずはお気軽に
お電話で！

西宮市民共済生活協同組合

ホームページもご利用ください 西宮市民共済 検 索

募集
代理店（有）西宮協同サービス

組合員になって頂くには、100円の出資金が必要です。

営 業 時 間
（土曜日は17：00まで 日曜日・祝日休業）

〒662-0914 西宮市本町5番33号

9：00～17：30

火 災 保 険

風災、水災、火災、破損等、盗難・水濡れ等

地 震 保 険

地震による倒壊、火災、津波による流失

地震保険は火災保険とセットでのご加入となります。

台風など自然災害による被害補償をご検討の方へ

火災保険
台風など自然災害による被害補償をご検討の方へ

火災保険集団扱で保険料が

台風など自然災害による被害補償をご検討の方へ

集団扱で保険料が

割安
西宮市民共済の
組合員さんなら

詳しくは、「パンフレット」「契約概要」等をご請求のうえご覧ください。
（有）西宮協同サービスからのご案内

資料請求、お申込等については、裏面をご覧下さい。
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消
火
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購
入
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本
）

生 年 月 日

※配達の場合は別途500円を頂きます。

共済・その他各種保険商品を取り扱っております。
ご記入いただいた個人情報は、各種商品やサービスの案内・提供・維持管理以外の目的では使用いたしません。

地元ゆえの対応の速さ、何よりも顔の見える
西宮市民共済を本年も、よろしくお願い申し上げます。

令和7年 正月

資料請求など…お気軽に

お問い合せください

0798-35-0041

郵送でご希望の方
←左のハガキをご利用ください。

日曜日・祝日も24時間受付中

ホームページからも請求頂けます。

FAX

点 線 に 沿って 切り取り、ご 利 用くだ さ い 。

一家に一台備えましょう！
使用期限は10年です。
取扱いの説明もさせて頂きます。

消
火
器
販
売

消
火
器
廃
棄

YA-5NX/5型

（サイズによります）
（税込）4,900円～1本で

（　　　　　　　　　　　　　）
営業時間：9：00～17：30

土曜日は17：00まで、日曜日・祝日休業
年末年始休業12月29日（日）～1月3日（金）

0120-24-9431

組合員
特典

西宮市民共済で引き取ります。

古くなった消火器どうしたらいいの？

消火器1本の新規のご購入に対し、１本を無料回収いたします。
840円（税込）

Q.

A.

廃棄処分料 1本につき

期間内のリサイクルシール貼付分は、保管料として1本につき400円（税込）、組合員様は
無料（粉末消火器20型以下、消火器の種類やサイズにより価格が異なる場合があります）

交通共済交通共済交通共済交通共済 個人賠償責任補償個人賠償責任補償個人賠償責任補償個人賠償責任補償

1,000円年額
自転車でぶつかって
ケガをさせたら…

年齢制限
なし

自転車保険に備えるなら自転車保険に備えるなら
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　あけましておめでとうございます。
　平成23（2011）年に誕生した「水色の妖
精・みやたん」は、西宮市在住のハッピークリ
エーター・たかいよしかず氏によるものです。
平成24年に西宮市観光キャラクターに任命
され、令和3年からは西宮市キャラクターとし
て、市内のいろいろなイベントなどに参加して
市民に喜ばれています。今年の新年号は、福
の神として祭られている「えびす様」にちなみ、
タイと釣りざおを持った「みやたん」と未来を
担う子どもたちの笑顔が表紙を飾りました。
　その昔、西宮神社周辺では、えびす様にま
つわる人々の優しい心遣いがありました。十
日えびすが始まる1月9日の夜は門戸を閉め、
門松（松のみ）を逆さに立てる風習です。これ
は、鳴尾の浜から西宮神社に来られる蛭子大
神（えびす様）は背が低いので、巡行する時に
松の葉で目を突かないようにと地域の人々の
細やかな心配りから始まったということです。
遠い昔から昭和、平成と続いたこの優しさが、
令和、そしてこの先の未来へも続いていくこ
とを願うばかりです。
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文教住宅都市の始まり
『宮っ子』市民と歩んだ45年
阪神・淡路大震災　経験と教訓を糧に！
くらしのインフォメーション

環境学習都市から住みたい街へ
2001～2024年

文教住宅都市から環境学習都市へ

Event Box・新春プレゼントクイズ
市民と共に歩んだ阪神甲子園球場
コミュニティー、未来へつなげて
コミ協レポート・お知らせ

〔新年号特別編集〕

100年つながる西宮
～コミュニティーつなげて未来へ～

いよいよ西宮市100周年！
西宮市の誕生は文教住宅都市の礎

西宮市の誕生とあゆみ 1925～1950年
文教住宅都市の始まり 1951～2000年

110
みやたんがえびす様に

ひる こ

西宮コミュニティ協会は26のコミュニティーエリアに
分かれています。
各地域の編集員が独自に企画・編集したページです。

本誌中央のページ地 域 版

　みやたんが手にし
ている真っ赤な「鯛」
は、西宮市在住の米
盛真奈美さんの作品
です。「みやたんに
持ってもらえて光栄
です」と話しました。
　また、表紙でみや
たんが持っている釣
りざおは、鳴尾八幡
神社の竹を使ってい
ます。
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　最初の市庁舎は、酒蔵が多く立ち並ぶ久保町に明治 10
（1877）年、西宮小学校として建設された西宮町役場で、昭
和3年まで使われました。２階のベランダには欄干が付き、
屋根に六角形の太鼓楼が高くそびえる優美な建物でしたが、
昭和 20年 8月の空襲で焼失しました。
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阪
湾
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美
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自
然
に
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が
ま
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千
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献

に
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宮
」の
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が
刻
ま
れ
、

歴
史
的
な
遺
産
が
身
近
に
あ
り
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す
。
文
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施
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が
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し
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展
を
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き
ま
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た
。
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６
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に
文
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０
０
３
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環
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学
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都
市
の
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を
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ま
ち
づ
く
り
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築
い
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
市
民
の
手
で
作
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地

域
情
報
誌
『
宮
っ
子
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は
、
市
制

施
行
後
の
ほ
ぼ
半
分
と
な
る
45
年

を
一
緒
に
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で
き
ま
し
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。
こ

れ
か
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人
と
人
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と
地
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つ
な
ぐ
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ュ
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テ
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大正14（1925）年
　市制施行により西宮町が西宮市となる
昭和８（1933）年
　武庫郡今津町・芝村・大社村を合併
昭和16年　武庫郡甲東村を合併
昭和17年　武庫郡瓦木村を合併
昭和26年
　武庫郡鳴尾村、有馬郡塩瀬村・山口村を合併
昭和44年
　西宮市平左衛門町と尼崎市西昆陽字田近野を交換
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古
代
、
西
宮
の
地
形
は
大
き
な
入
り
海

で
、
阪
急
神
戸
線
辺
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ま
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海
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。
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ま
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入
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、
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。
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岸
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。
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。
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翌
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、
旧
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口
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に
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開
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ま
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。
当

時
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１
０
０
世
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ほ
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な
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が
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は
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村
民
た
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学
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熱
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よ
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も
の
で
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。
後
に
続
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文
教
住
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都
市
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の
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え
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で
し
ょ
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。

　
残
念
な
が
ら
児
童
数
の
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少
に

よ
り
、
平
成
22
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２
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１
０
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年

３
月
、
１
３
７
年
と
い
う
長
い
歴

史
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、「
船
坂
里
山
学
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」

と
し
て
市
民
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設
に
生
ま
れ
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わ

り
、
地
域
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ニ
テ
ィ
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来
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な
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い
ま
す
。

広田神社広田神社

西宮神社西宮神社

夙

　川

夙

　川 東

　川

東

　川

新　川新　川

市役所市役所

古
墳
時
代
の
も
の
と
さ
れ
て
い
る
ア
サ
ヒ

ビ
ー
ル
西
宮
工
場
跡
の「
津
門
大
塚
町
遺

跡
」（
津
門
大
塚
町
）

＊務古は「武庫」「六児」「六甲」と表記しているものもあります

古代の入り海を表した
推定復元図（西宮市史より）

青色の部分は海だったと思われるエリア青色の部分は海だったと思われるエリア

「務古（むこ）＊」と呼ばれていた時代「務古（むこ）＊」と呼ばれていた時代

１５０年以上の歴史  旧船坂小学校１５０年以上の歴史  旧船坂小学校

100年つながる西宮100年つながる西宮100年つながる西宮100年つながる西宮

・にしのみやデジタルアーカイブ
・西宮市ホームページ

参考文献・写真

あ
や
は
と
り

み
な
と

ご

く
れ
は
と
り
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　最初の市庁舎は、酒蔵が多く立ち並ぶ久保町に明治 10
（1877）年、西宮小学校として建設された西宮町役場で、昭
和3年まで使われました。２階のベランダには欄干が付き、
屋根に六角形の太鼓楼が高くそびえる優美な建物でしたが、
昭和 20年 8月の空襲で焼失しました。
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田近野

芝村芝村
瓦木村瓦木村

今津町今津町

　
令
和
７
年
4
月
1
日
、
西
宮
市

は
市
制
施
行
１
０
０
周
年
を
迎
え

ま
す
。

　
大
阪
と
神
戸
の
ほ
ぼ
中
間
に
位

置
し
、
北
に
六
甲
山
系
、
南
に
大

阪
湾
と
美
し
い
自
然
に
恵
ま
れ
た

わ
が
ま
ち
。
千
年
以
上
前
の
文
献

に
も「
西
宮
」の
名
前
が
刻
ま
れ
、

歴
史
的
な
遺
産
が
身
近
に
あ
り
ま

す
。
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展
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。
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（
２
０
０
３
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環
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言
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い
、「
ま
ち
づ
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り
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礎
を

築
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て
い
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。
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未
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な
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い
き
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す
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。
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０
０
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熱
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７
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で
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極
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宅
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、
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立
大
学
が
移
転
し
て
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る
な
ど
現

在
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文
教
都
市
、
住
宅
都
市
の
基

礎
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ま
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た
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昭
和
38
（
1
9
6
3
）
年
、「
文

教
住
宅
都
市
宣
言
」
を
行
い
、
さ

ら
に
魅
力
あ
る
都
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へ
と
発
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を

続
け
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い
る
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で
、
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和
7
年
4
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1
日
に
、
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行
1
0
0
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年
を
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え
ま
す
。

　
市
制
1
0
0
周
年
と
い
う
大
き

な
節
目
に
、
市
民
や
事
業
者
、
関

係
団
体
の
皆
さ
ん
と
共
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こ
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記

念
す
べ
き
年
を
祝
い
、
本
市
の
歴

史
を
振
り
返
り
、
未
来
へ
と
思
い

を
つ
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げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

【
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せ
】

政
策
推
進
課
　
周
年
事
業
チ
ー
ム
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・
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・
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5

　応募総数1226作品の中から選ばれたロゴマークとキャッ
チフレーズです。

■ロゴマークのコンセプト
　「夙川」の桜、「甲山」の山、「西宮浜」の海、魅力的な3名所を
取り入れて、都会でありながら自然あふれる美しい西宮市を
表現しています。見る角度によっては「100」の文字が「にし」
にも見えます。
■キャッチフレーズ「たのしみや、にしのみや」のコンセプト
　「たのしみや」には「市制100周年を迎え、ますます栄えてい
く西宮の未来の姿を楽しみにする思い」と「西宮での暮らしや
学びをぜひ楽しんでね」という意味が込められています。

　令和6年中（プレ事業期間）にも100周年
をともに祝い、共に盛り上げていく「冠付事
業」が多く実施されました。今年も引き続
き、イベントが目白押しです。

※上記イベントは終了しています

　西宮の魅力をより広く知り、愛着を深めるきっかけとなるよう
に、令和7年3月ごろの発行に向けて鋭意制作中！！
■中身を少しだけ紹介します
①著名人や各界からのお祝いメッセージ
②西宮を舞台に制作された映画や小説、アニメなどの紹介
③子どもたちと描く未来ビジョン「みやっこ市政体験」の様子
④「西宮のここが好き」アンケート結果発表の他、みやたん特集
やみんなが選ぶ西宮の名産、お土産などのコーナーもあり
ます。

　今年4月20日（日）に、アミティ・ベイコムホール
で市制施行100周年を盛大に祝う記念式典を実
施します。同時に、市役所周辺では関連イベントも
行い、子どもたちも含めた幅広い世代で楽しめる
1日になります。

市公式Instagram
　西宮の多彩な魅力を再発
見できるアカウントです。イ
ンスタを通じて、一緒にまち
あるきしましょう。

　記念冊子の発行に向けて、クラ
ウドファンディングを実施中です！
一定額以上の寄付で記念冊子が
もらえるチャンス！　詳しくはホー
ムページまで

※写真はイメージです

■西宮市100年の歴史年表風パンフレット
　西宮市役所本庁（1
階正面玄関横チラシ
ラック、4階周年事業
等担当事務室）など
で配布しています。
■ピンバッジ
　フレンテ西宮1階インフォメーションで販売中。

★他にも多数グッズを販売しています★

1 2

3 4

　冊子に載せきれなかった内容
や電子ならではのお楽しみなどを
特設サイトで公開します。また、ま
ちあるきのお供「ダイジェスト版
小冊子」も同時発行！

電子で誰でも
楽しめます

西宮市100周年ホームページ
　西宮市100周年のいろいろな情報をまとめてい
るページです。100周年に関するイベント（冠付事
業）や企画、グッズの最新情報も掲載していますの
で、ぜひご覧いただき、一緒に盛り上がりましょう。

い
よ
い
よ
西
宮
市
100
周
年
！

～100周年の取り組み～　▶▶▶令和6年から始まっています

～今年は100周年本番の年！～

（西百無）第0026号

みやたんもシルクハッ
トをかぶった

100周年仕様です。

冠付事業（イベント）の紹介

100周年記念冊子発行！

西宮市100周年記念式典

100周年グッズの紹介

HP http://studio-1812.com

コンサートコンサートレコーディングレコーディング メディア変換メディア変換 音源編集音源編集 CD制作CD制作
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　中央図書館の前身に当た
る初代の西宮市立図書館（写
真左）。昭和 3 年、市内で酒
造業を営む第 13 代辰馬吉左
衛門氏から寄付を受けて、
西宮市役所（旧庁舎）と同
時に建設されました。

　昭和 58 年、夙川沿いに現・中央図書館（川添町）
が竣工。六湛寺町の旧図書館は、閉館後も事務所な
どに活用されていましたが、維持が難しく、惜しま
れつつ昭和 60年に取り壊されました。
　旧図書館の窓にはめ込まれていたステンドグラス
（写真右）の一部は、北口・中央・鳴尾・北部図書館
などに残され、当時のスパニッシュ・コロニアル風
の優美な建物の面影を今に伝えています。

　明治22年の創立時は、教師5人、生徒19人でしたが、
現在、幼稚園から大学・大学院までの教育機関を擁し、
8 キャンパスを有する総合学園に発展しました。文教
住宅都市の景観を保全・育成していくために「関西学
院周辺景観地区」に指定されています。

　設計は、関西学院の設計を行ったウィリアム・メレ
ル・ヴォーリズで、「美しい心を育むための品格ある建
築」という思いは、学生や西宮市民にも誇りとして引
き継がれています。
　平成 26（2014）年 9 月、ヴォーリズ設計の 12 棟の校舎が国の重要文化
財に指定されました。自然環境や景観を含めて指定の対象になっています。

関西学院関西学院 西
宮
市
の
誕
生
は
文
教
住
宅
都
市
の
礎

西
宮
市
の
誕
生
は
文
教
住
宅
都
市
の
礎

１
９
２
５
〜
１
９
５
０
年

市
立
図
書
館

市
立
図
書
館

北部図書館

鳴尾図書館 中央図書館 北口図書館

昭和４年、大学昇格を目指して神戸・原田の森から上ケ原に

神戸女学院神戸女学院 昭和８年、神戸から現在の岡田山に移転

　昭和14年に創設された武庫川学院が、社会に貢献できる女性の育成を目
指して大学を開学（昭和33年に武庫川女子大学に改称）。現在は日本最大規
模の女子総合大学となりました。多様な分野を学べる各キャンパスの中に
は、平成21年に国の登録有形文化財に指定された甲子園会館（旧甲子園ホ
テル）があり、貴重な建築の歴史的空間の中で学生が学びを深めています。

武庫川学院武庫川学院 昭和24年、武庫川学院女子大学を開学

シンボルというべき時計台（図書館）は平成26年９月
に関西学院大学博物館として開館しました

上ケ原方面を写した岡田山移転時の航空写真。中庭
を囲む４棟の校舎（文学館、理学館、総務館、図書館）

中央キャンパスでは至る所に木々が植えられ、
四季の移ろいを感じながら過ごせます

昭和24年4月、武庫川学院女子大学（現・武庫川女
子大学）開学のころ ・にしのみやデジタルアーカイブ

・関西学院大学学院史編纂室
・神戸女学院
・武庫川学院

写真提供

取り壊し直前の西宮市立図書館

色合いが美しいステンドグラスでした
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武
庫
郡
が
西
宮
市
と
合
併

懐
か
し
い
鉄
道
風
景

西
宮
市
の
誕
生
と
あ
ゆ
み

１
９
２
５
〜
１
９
５
０
年

◇
西
宮
の
東
の
玄
関
口
、

　
阪
神
西
宮
東
口
駅

　
阪
神
西
宮
東
口
駅
は
、

明
治
38
年
の
阪
神
電
車

開
通
と
同
時
に
誕
生
し

ま
し
た
。当
時「
西
宮
町
」

の
東
端
に
位
置
し
、
西

宮
の
東
の
玄
関
口
だ
っ

た
こ
と
が
、
駅
名
の
由

来
に
な
っ
て
い
ま
す
。

か
つ
て
は
駅
周
辺
に
役

所
や
女
学
校
が
あ
り
、

女
学
生
や
多
く
の
通
勤

客
が
利
用
し
て
い
ま

し
た
。

　
昭
和
20
年
の
空
襲
で
、

駅
周
辺
は
焼
け
野
原
に
な
り
ま
し

た
。
終
戦
直
後
は
本
線
を
走
れ
る

　
大
正
14
（
1
9
2
5
）
年
、
旧

武
庫
郡
西
宮
町
が
市
制
を
施
行

し
、
西
宮
市
が
誕
生
し
ま
し
た
。

当
時
の
人
口
は
、約
3
万
4
千
人
。

そ
の
後
、近
隣
の
町
村
を
合
併
し
、

昭
和
26
（
1
9
5
1
）
年
に
は
、

人
口
約
16
万
8
千
人
に
な
り
、
市

制
か
ら
1
0
0
年
を
迎
え
る
現
在

は
、
人
口
約
48
万
人
の
大
都
市
へ

と
発
展
し
ま
し
た
。

　
昭
和
8
年
、
西
宮
市
は
武
庫
郡

今
津
町
、
芝
村
、
大
社
村
と
合
併
。

そ
の
後
、
甲
東
村
、
瓦
木
村
、
鳴

尾
村
と
順
次
合
併
し
て
い
き
ま
し

た
。
か
つ
て
の
今
津
町
か
ら
な
る

今
津
地
域
は
、
古
く
か
ら
酒
造
り

な
ど
の
産
業
が
盛
ん
で
、
人
が
集

ま
る
活
気
あ
る
と
こ
ろ
で

し
た
。

 

◇
1
0
0
年
を
超
え
て

　
航
海
の
安
全
を
見
守
る

　
今
津
灯
台

　
今
津
地
域
は
、
古
く
か

ら
「
灘
五
郷
」
の
一
つ
、

今
津
郷
が
あ
り
、
酒
を
専

門
に
運
ぶ
樽
廻
船
で
に
ぎ

わ
っ
て
い
ま
し
た
。
大
関

酒
造
今
津
灯
台
は
、
海
難

事
故
に
心
を
痛
め
た
大
関

酒
造
5
代
目
当
主
・
長

部
長
兵
衛
氏
が
文
化
7

（
1
8
1
0
）
年
に
今
津

港
に
創
建
。
そ
の
後
、
安

公民館として使用されていた頃の六角堂（昭和38年）

西宮東口駅南側の様子（昭和43年）

見渡す限りの海を背景に立つ今津灯台（昭和34年）

撤去間近のダイヤモンドクロス（昭和58年）

有馬線を走る蒸気機関車（写真提供：（一財）山口町徳風会）
西宮市塩瀬支所生瀬出張所

政
5
（
1
8
5
8
）
年
に
6
代
目

当
主
・
長
部
文
次
郎
氏
に
よ
っ
て

再
建
さ
れ
た
、
2
0
0
年
以
上
の

歴
史
を
持
つ
、
日
本
最
古
の
現

役
木
造
灯
台
で
す
。

　
大
正
12
年
に
は
港
の
対
岸
に
製

油
工
場
が
創
業
し
、
現
在
そ
の
場

所
に
は
学
校
や
高
層
住
宅
が
立
っ

て
い
ま
す
。

　
昨
年
4
月
、
灯
台
は
水
門
工
事

の
た
め
に
南
東
の
対
岸
（
今
津
西

浜
町
）
に
移
転
し
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
航
海
の
安
全
を
守
り
続
け

る
で
し
ょ
う
。

◇
愛
さ
れ
続
け
て
１
３
０
年

　
今
津
六
角
堂
は
明
治
15
（
1

8
8
2
）
年
に
、
今
津
小
学
校
の

新
校
舎
と
し
て
建
て
ら
れ
ま
し

た
。
現
存
す
る
西
洋
風
建
築
の
小

学
校
校
舎
と
し
て
は
日
本
で
2
番

目
に
古
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

建
築
当
時
は
桜
や
サ
ル
ス
ベ
リ
、 

ハ
ゼ
な
ど
の
樹
木
、
築
山
や
池
な

ど
も
あ
る
庭
園
が
校
舎
と
調
和
し

て
い
ま
し
た
。

　
昭
和
20
年
８
月
５
日
夜
か
ら
翌

日
未
明
に
か
け
て
の
空
襲
で
、
辺

り
は
焼
け
野
原
と
な
り
ま
し
た

が
、
小
学
校
と
六
角
堂
は
残
り
ま

し
た
。
そ
の
後
、
公
民
館
と
し
て

地
域
の
文
化
活
動
を
支
え
た
六
角

堂
は
、
昭
和
39
年
に
新
し
い
公
民

館
が
で
き
た
た
め
取
り
壊
さ
れ
る

は
ず
で
し
た
。
し
か
し
、
地
元
住

民
の
反
対
運
動
に
よ
り
守
ら
れ
、

そ
の
後
、
幼
稚
園
舎
と
し
て
も
使

わ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
10
（
1
9
9
8
）
年
、
酒

蔵
通
り
に
面
し
た
小
学
校
の
正
門

東
側
の
新
築
時
に
近
い
場
所
に
戻

さ
れ
、
現
在
は
貴
重
な
歴
史
的
建

造
物
と
し
て
市
内
の
名
所
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
明
治
7
年
に
大
阪
―
神
戸
間
に

官
営
鉄
道
（
現
・
J
R
グ
ル
ー
プ
）

が
開
通
し
て
以
降
、
市
内
の
各
所

で
新
し
く
線
路
が
敷
か
れ
、
人
々

の
生
活
を
支
え
て
き
ま
し
た
。

　
時
代
が
移
り
変
わ
る
に
つ
れ

て
、
人
々
の
生
活
も
多
様
化
し
て

便
利
に
な
る
一
方
、
惜
し
ま
れ
つ

つ
姿
を
消
し
た
線
路
や
駅
な
ど
も

あ
り
ま
し
た
。

◇
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ク
ロ
ス
の
響
き

　
阪
急
神
戸
線
は
大
正
9
年
に
開

通
。
同
15
年
に
西
宝
線
（
現
・
今

津
線
）
が
今
津
ま
で
延
伸
さ
れ
た

時
に
、
西
宮
北
口
駅
で
線
路
が
十

文
字
に
交
差
す
る
場
所
が
誕
生

し
ま
し
た
。
交
差
し
た
線
路
の

継
ぎ
目
を
電
車
が
通
る
た
び
に

「
ガ
タ
ガ
タ
ガ
タ
ガ
タ
ン
」
と
音

と
振
動
が
リ
ズ
ム
よ
く
伝
わ
っ
て

く
る
こ
の
場
所
は
、
通
称
「
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
ク
ロ
ス
」
と
呼
ば
れ
、

鉄
道
フ
ァ
ン
が
「
聖
地
」
と
あ
が

め
る
な
ど
、
長
く
親
し
ま
れ
て
き

ま
し
た
。

　
大
阪
、
神
戸
、
宝
塚
、
今
津
を

結
ぶ
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ク
ロ
ス
で
象

徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
西
宮
は
交
通

の
要
所
と
し
て
発
展
。
昭
和
5
年

に
は
住
宅
地
と
し
て
甲
風
園
が
開

発
さ
れ
る
な
ど
、「
住
み
よ
い
西

宮
」
へ
の
礎
を
築
い
て
い
き
ま

し
た
。

　
昭
和
59
年
、
今
津
線
が
分
断
さ

れ
て
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ク
ロ
ス
は
消

滅
。
レ
ー
ル
の
一
部
は
駅
近
く
の

「
高
松
ひ
な
た
緑
地
」
で
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　昭和26年、塩瀬村と山口
村は西宮市と合併しました。
当時、西宮市内と山を隔てて
いたことから、神戸市との合
併を優先して検討していまし
た。しかし結論が出ず、その後
西宮市と合併に至ったという
経緯があります。

車
両
が
激
減
し
ま
し
た
が
、
同
26

年
に
は
、
ほ
ぼ
戦
前
の
状
態
に

戻
り
ま
し
た
。

　
平
成
13
年
、
阪
神
本
線
の
高
架

化
完
成
に
伴
っ
て
西
宮
駅
に
統
合

さ
れ
、
惜
し
ま
れ
つ
つ
廃
駅
と
な

り
ま
し
た
。
J
R
西
宮
駅
方
面
へ

斜
め
に
伸
び
る
道
は
、
か
つ
て
駅

が
あ
っ
た
こ
と
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

　
現
在
、
高
架
下
の
東
口
児
童
遊

園
そ
ば
に
は
、
在
り
し
日
の
西
宮

東
口
駅
を
し
の
ぶ
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

が
あ
り
ま
す
。

◇
1
0
0
年
前
に
汽
車
が
走
っ
て

　
い
た

　
大
正
4
年
、
有
馬
鉄
道
株
式
会

社
が
、
三
田
か
ら
有
馬
ま
で
の
約

12
㎞
の
鉄
道
路
線
（
後
の
国
鉄
有

馬
線
）
を
完
成
さ
せ
、
三
田
か
ら

の
湯
治
客
な
ど
が
利
用
し
て
い
ま

し
た
。

北部地域との合併北部地域との合併

な
だ
　
ご
　
ご
う

ぶ
ん
　
じ
　
ろ
う

お
さ

べ
　
ち
ょ
う
　
べ
　
え

た
る
か
い
せ
ん
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西宮東口駅南側の様子（昭和43年）

見渡す限りの海を背景に立つ今津灯台（昭和34年）

撤去間近のダイヤモンドクロス（昭和58年）

有馬線を走る蒸気機関車（写真提供：（一財）山口町徳風会）
西宮市塩瀬支所生瀬出張所

政
5
（
1
8
5
8
）
年
に
6
代
目

当
主
・
長
部
文
次
郎
氏
に
よ
っ
て

再
建
さ
れ
た
、
2
0
0
年
以
上
の

歴
史
を
持
つ
、
日
本
最
古
の
現

役
木
造
灯
台
で
す
。

　
大
正
12
年
に
は
港
の
対
岸
に
製

油
工
場
が
創
業
し
、
現
在
そ
の
場

所
に
は
学
校
や
高
層
住
宅
が
立
っ

て
い
ま
す
。

　
昨
年
4
月
、
灯
台
は
水
門
工
事

の
た
め
に
南
東
の
対
岸
（
今
津
西

浜
町
）
に
移
転
し
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
航
海
の
安
全
を
守
り
続
け

る
で
し
ょ
う
。

◇
愛
さ
れ
続
け
て
１
３
０
年

　
今
津
六
角
堂
は
明
治
15
（
1

8
8
2
）
年
に
、
今
津
小
学
校
の

新
校
舎
と
し
て
建
て
ら
れ
ま
し

た
。
現
存
す
る
西
洋
風
建
築
の
小

学
校
校
舎
と
し
て
は
日
本
で
2
番

目
に
古
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

建
築
当
時
は
桜
や
サ
ル
ス
ベ
リ
、 

ハ
ゼ
な
ど
の
樹
木
、
築
山
や
池
な

ど
も
あ
る
庭
園
が
校
舎
と
調
和
し

て
い
ま
し
た
。

　
昭
和
20
年
８
月
５
日
夜
か
ら
翌

日
未
明
に
か
け
て
の
空
襲
で
、
辺

り
は
焼
け
野
原
と
な
り
ま
し
た

が
、
小
学
校
と
六
角
堂
は
残
り
ま

し
た
。
そ
の
後
、
公
民
館
と
し
て

地
域
の
文
化
活
動
を
支
え
た
六
角

堂
は
、
昭
和
39
年
に
新
し
い
公
民

館
が
で
き
た
た
め
取
り
壊
さ
れ
る

は
ず
で
し
た
。
し
か
し
、
地
元
住

民
の
反
対
運
動
に
よ
り
守
ら
れ
、

そ
の
後
、
幼
稚
園
舎
と
し
て
も
使

わ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
10
（
1
9
9
8
）
年
、
酒

蔵
通
り
に
面
し
た
小
学
校
の
正
門

東
側
の
新
築
時
に
近
い
場
所
に
戻

さ
れ
、
現
在
は
貴
重
な
歴
史
的
建

造
物
と
し
て
市
内
の
名
所
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
明
治
7
年
に
大
阪
―
神
戸
間
に

官
営
鉄
道
（
現
・
J
R
グ
ル
ー
プ
）

が
開
通
し
て
以
降
、
市
内
の
各
所

で
新
し
く
線
路
が
敷
か
れ
、
人
々

の
生
活
を
支
え
て
き
ま
し
た
。

　
時
代
が
移
り
変
わ
る
に
つ
れ

て
、
人
々
の
生
活
も
多
様
化
し
て

便
利
に
な
る
一
方
、
惜
し
ま
れ
つ

つ
姿
を
消
し
た
線
路
や
駅
な
ど
も

あ
り
ま
し
た
。

◇
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ク
ロ
ス
の
響
き

　
阪
急
神
戸
線
は
大
正
9
年
に
開

通
。
同
15
年
に
西
宝
線
（
現
・
今

津
線
）
が
今
津
ま
で
延
伸
さ
れ
た

時
に
、
西
宮
北
口
駅
で
線
路
が
十

文
字
に
交
差
す
る
場
所
が
誕
生

し
ま
し
た
。
交
差
し
た
線
路
の

継
ぎ
目
を
電
車
が
通
る
た
び
に

「
ガ
タ
ガ
タ
ガ
タ
ガ
タ
ン
」
と
音

と
振
動
が
リ
ズ
ム
よ
く
伝
わ
っ
て

く
る
こ
の
場
所
は
、
通
称
「
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
ク
ロ
ス
」
と
呼
ば
れ
、

鉄
道
フ
ァ
ン
が
「
聖
地
」
と
あ
が

め
る
な
ど
、
長
く
親
し
ま
れ
て
き

ま
し
た
。

　
大
阪
、
神
戸
、
宝
塚
、
今
津
を

結
ぶ
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ク
ロ
ス
で
象

徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
西
宮
は
交
通

の
要
所
と
し
て
発
展
。
昭
和
5
年

に
は
住
宅
地
と
し
て
甲
風
園
が
開

発
さ
れ
る
な
ど
、「
住
み
よ
い
西

宮
」
へ
の
礎
を
築
い
て
い
き
ま

し
た
。

　
昭
和
59
年
、
今
津
線
が
分
断
さ

れ
て
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ク
ロ
ス
は
消

滅
。
レ
ー
ル
の
一
部
は
駅
近
く
の

「
高
松
ひ
な
た
緑
地
」
で
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　昭和26年、塩瀬村と山口
村は西宮市と合併しました。
当時、西宮市内と山を隔てて
いたことから、神戸市との合
併を優先して検討していまし
た。しかし結論が出ず、その後
西宮市と合併に至ったという
経緯があります。

車
両
が
激
減
し
ま
し
た
が
、
同
26

年
に
は
、
ほ
ぼ
戦
前
の
状
態
に

戻
り
ま
し
た
。

　
平
成
13
年
、
阪
神
本
線
の
高
架

化
完
成
に
伴
っ
て
西
宮
駅
に
統
合

さ
れ
、
惜
し
ま
れ
つ
つ
廃
駅
と
な

り
ま
し
た
。
J
R
西
宮
駅
方
面
へ

斜
め
に
伸
び
る
道
は
、
か
つ
て
駅

が
あ
っ
た
こ
と
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

　
現
在
、
高
架
下
の
東
口
児
童
遊

園
そ
ば
に
は
、
在
り
し
日
の
西
宮

東
口
駅
を
し
の
ぶ
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

が
あ
り
ま
す
。

◇
1
0
0
年
前
に
汽
車
が
走
っ
て

　
い
た

　
大
正
4
年
、
有
馬
鉄
道
株
式
会

社
が
、
三
田
か
ら
有
馬
ま
で
の
約

12
㎞
の
鉄
道
路
線
（
後
の
国
鉄
有

馬
線
）
を
完
成
さ
せ
、
三
田
か
ら

の
湯
治
客
な
ど
が
利
用
し
て
い
ま

し
た
。

北部地域との合併北部地域との合併

な
だ
　
ご
　
ご
う

ぶ
ん
　
じ
　
ろ
う

お
さ

べ
　
ち
ょ
う
　
べ
　
え

た
る
か
い
せ
ん
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山
口
地
域
に
は
有
馬
口
駅
が

あ
り
、
こ
の
鉄
道
を
利
用
し
て

特
産
品
の
竹
製
品
や
寒
天
な
ど

を
運
ん
で
い
ま
し
た
が
、
昭
和
18

（
1
9
4
3
）
年
に
廃
線
と
な
り
、

鉄
道
施
設
は
撤
去
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
で
は
、
公
智
神
社
近
く
の
西

川
に
架
か
る
「
駅
前
橋
」
の
名
前

に
そ
の
名
残
を
と
ど
め
ま
す
。

◇
人
々
の
足
と
し
て
利
用
さ
れ
て

　い
た
阪
神
国
道
電
車

　
昭
和
2
年
、
大
阪
の
野
田
と
東

神
戸
を
結
ぶ
阪
神
国
道
電
軌
が
開

業
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
阪
神
電

気
鉄
道
の
国
道
線
と
な
り
、
ピ
ー

ク
時
に
は
1
日
約
8
万
人
が
利

用
。
市
民
の
足
と
し
て
活
躍
し
て

い
ま
し
た
が
、
自
動
車
の
普
及
と

と
も
に
利
用
者
が
減
り
、
国
道
で

は
電
車
運
行
が
難
し
く
な
っ
た
た

め
、
昭
和
50
年
に
廃
線
と
な
り
ま

し
た
。

 

　
阪
急
西
宮
球
場
は
、
阪
急
西
宮

北
口
駅
南
東
の
高
松
町
に
昭
和
12

年
5
月
に
完
成
。
日
本
初
の
二
層

式
ス
タ
ン
ド
で
約
5
万
5
千
人
を

収
容
で
き
、
プ
ロ
野
球
阪
急
ブ

レ
ー
ブ
ス
の
ホ
ー
ム
グ
ラ
ウ
ン
ド

と
し
て
親
し
ま
れ
ま
し
た
。

　
同
21
年
、
戦
後
米
軍
に
接
収
さ

れ
て
い
た
甲
子
園
球
場
（
現
・
阪

神
甲
子
園
球
場
）
に
代
わ
り
、
復

活
1
回
目
の
全
国
中
等
学
校
優
勝

野
球
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

野
球
以
外
で
は
、
同
24
年
に
第
1

回
西
宮
市
営
西
宮
競
輪
を
開
催
。

夙川公園竣工式の様子

阪神国道駅付近を走る国道電車（昭和6年）

完成した頃の阪急西宮球場

他
に
も
「
た

そ
が
れ
コ
ン

サ
ー
ト
」
な

ど
の
音
楽
会

が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
翌
年
に
は

日
芸
会
館
が

建
設
さ
れ
、

名
画
の
上
映
や
伝
統
芸
能
の
舞
台

な
ど
も
楽
し
め
ま
し
た
。
ま
た
、

同
年
に
は
ア
メ
リ
カ
の
全
貌
を
紹

介
し
た
ア
メ
リ
カ
博
覧
会
が
開
か

れ
る
な
ど
、
西
宮
北
口
駅
の
南
側

で
は
文
化
的
な
催
し
が
多
く
催
さ

れ
、
現
在
の
文
教
都
市
の
基
礎
に

も
な
り
ま
し
た
。

　
西
宮
球
場
は
平
成
14（
2
0
0
2
）

年
に
取
り
壊
さ
れ
、
跡
地
に
は
大

型
商
業
施
設
が
誕
生
。
近
く
を
流

れ
る
津
門
川
に
は
「
球
場
橋
」
と

い
う
名
の
橋
が
あ
り
ま
す
。

　
夙
川
堤
に
は
古
く
か
ら
多
く
の

松
が
生
い
茂
り
、
見
事
な
風
致
林

を
作
っ
て
い
ま
し
た
。
西
宮
市
は
、

昭
和
に
入
っ
て
一
帯
で
の
無
謀
な

宅
地
開
発
な
ど
を
恐
れ
、
夙
川
の

自
然
環
境
を
守
る
た
め
に
河
川
を

改
修
し
、
両
岸
に
公
園
整
備
を
決

定
。
昭
和
7
年
に
着
工
し
、

護
岸
の
石
垣
を
作
り
、
せ
き

を
設
け
、
堤
防
の
道
路
や
遊

歩
道
を
整
え
て
桜
な
ど
を
植

樹
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
遊

び
場
も
造
り
、
5
年
後
に
完

成
し
ま
し
た
。

　
昭
和
24
年
、
水
害
と
戦
争

で
荒
れ
て
い
た
公
園
に
、
当

時
の
辰
馬
卯
一
郎
市
長
の
提

唱
で
、
約
千
本
の
桜
の
若
木

が
植
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
46
年
か
ら
は
、
夙
川

公
園
の
う
ち
国
道
2
号
か
ら

南
が
遊
歩
道
（
現
・
夙
川
オ

ア
シ
ス
ロ
ー
ド
）
と
し
て
開

放
さ
れ
、
今
も
市
民
の
憩
い

の
場
に
な
っ
て
い
ま
す
（
詳

細
は
13
ペ
ー
ジ
）。
　
　
　

参
考
文
献
・
写
真
（
P
8
〜
10
）

・『
今
津
港
発
見
』
今
津
港
築
港
2
0
0
年
事
業

委
員
会

・『
六
角
堂
今
昔
物
語
』
西
宮
市
立
今
津
小
学
校

・『
西
宮
市
歴
史
年
表
』
西
宮
市
立
総
合
教
育

セ
ン
タ
ー

・『
75
年
の
あ
ゆ
み
（
記
述
編
・
写
真
編
）』
　

阪
急
電
鉄

・『
1
0
0
年
の
あ
ゆ
み
』阪
急
阪
神
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス

・『
夙
川
地
区
1
0
0
年
の
あ
ゆ
み
』
夙
川
自
治
会

・『
西
宮
市
史
』

・『
阪
神
電
車
70
年 

み
な
さ
ま
の
足
』
阪
神
電
車

・
に
し
の
み
や
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ

アメリカ博覧会のチケット

江上町付近の様子

　昭和13年7月、梅雨前線による豪
雨が続き、六甲山系が崩れ、河川も至
る所で決壊しました。記録的な雨量を
もたらしたこの水害は「阪神大水害」
と命名されました。
　昭和9年の室戸台風以来の度重な
る災禍の苦い経験で、ようやく河川の
工事が始められることになりました。

人
々
が
集
っ
た

　西
宮
北
口
の
南
口
文
化

育
て
守
ら
れ
た
夙
川
公
園

　（夙
川
河
川
敷
緑
地
）

甚大な被害を受けた阪神大水害甚大な被害を受けた阪神大水害
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い
ま
し
た
。
西
宮
市
は
、

昭
和
に
入
っ
て
一
帯
で
の
無
謀
な

宅
地
開
発
な
ど
を
恐
れ
、
夙
川
の

自
然
環
境
を
守
る
た
め
に
河
川
を

改
修
し
、
両
岸
に
公
園
整
備
を
決

定
。
昭
和
7
年
に
着
工
し
、

護
岸
の
石
垣
を
作
り
、
せ
き

を
設
け
、
堤
防
の
道
路
や
遊

歩
道
を
整
え
て
桜
な
ど
を
植

樹
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
遊

び
場
も
造
り
、
5
年
後
に
完

成
し
ま
し
た
。

　
昭
和
24
年
、
水
害
と
戦
争

で
荒
れ
て
い
た
公
園
に
、
当

時
の
辰
馬
卯
一
郎
市
長
の
提

唱
で
、
約
千
本
の
桜
の
若
木

が
植
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
46
年
か
ら
は
、
夙
川

公
園
の
う
ち
国
道
2
号
か
ら

南
が
遊
歩
道
（
現
・
夙
川
オ

ア
シ
ス
ロ
ー
ド
）
と
し
て
開

放
さ
れ
、
今
も
市
民
の
憩
い

の
場
に
な
っ
て
い
ま
す
（
詳

細
は
13
ペ
ー
ジ
）。
　
　
　

参
考
文
献
・
写
真
（
P
8
〜
10
）

・『
今
津
港
発
見
』
今
津
港
築
港
2
0
0
年
事
業

委
員
会

・『
六
角
堂
今
昔
物
語
』
西
宮
市
立
今
津
小
学
校

・『
西
宮
市
歴
史
年
表
』
西
宮
市
立
総
合
教
育

セ
ン
タ
ー

・『
75
年
の
あ
ゆ
み
（
記
述
編
・
写
真
編
）』
　

阪
急
電
鉄

・『
1
0
0
年
の
あ
ゆ
み
』阪
急
阪
神
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス

・『
夙
川
地
区
1
0
0
年
の
あ
ゆ
み
』
夙
川
自
治
会

・『
西
宮
市
史
』

・『
阪
神
電
車
70
年 

み
な
さ
ま
の
足
』
阪
神
電
車

・
に
し
の
み
や
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ

アメリカ博覧会のチケット

江上町付近の様子

　昭和13年7月、梅雨前線による豪
雨が続き、六甲山系が崩れ、河川も至
る所で決壊しました。記録的な雨量を
もたらしたこの水害は「阪神大水害」
と命名されました。
　昭和9年の室戸台風以来の度重な
る災禍の苦い経験で、ようやく河川の
工事が始められることになりました。

人
々
が
集
っ
た

　西
宮
北
口
の
南
口
文
化

育
て
守
ら
れ
た
夙
川
公
園

　（夙
川
河
川
敷
緑
地
）

甚大な被害を受けた阪神大水害甚大な被害を受けた阪神大水害

12,650円 20,592円 37,400円 44,550円 56,650円

https://nishinomiya-med.or.jp/
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西
宮
市
は
昭
和
38（
1
9
6
3
）

年
に
「
文
教
住
宅
都
市
」
を
宣
言

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
風
光
の
維

持
、
環
境
の
保
全
・
浄
化
、
そ
し

て
文
教
の
振
興
を
図
る
ま
ち
づ
く

り
の
理
念
で
す
。
1
9
5
0
年
以

降
、
文
教
住
宅
都
市
の
実
現
に
向

け
て
、
各
地
域
で
行
わ
れ
た
さ
ま

ざ
ま
な
ま
ち
づ
く
り
を
振
り
返
り

ま
す
。

　
戦
後
の
昭
和
20
年
代
に
市
内
各

所
で
行
わ
れ
た
戦
災
復
興
土
地
区

画
整
理
事
業
の
進
展
に
伴
い
、
住

宅
不
足
の
西
宮
市
で
は
、
よ
う
や

く
本
格
的
な
住
宅
建
設
事
業
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
用
地
難
の
中
、
ア
メ
リ
カ
博
が

開
催
さ
れ
た
跡
地
や
高
松
町
・
両

度
町
の
阪
急
電
車
私
有
地
で
、
昭

和
23
年
11
月
か
ら
兵
庫
県
営
ア

パ
ー
ト
の
整
備
を
開
始
。
当
時
で

は
珍
し
い
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
4

階
建
て
が
中
心
と
な
る
阪
神
間
で

初
め
て
と
な
る
西
宮
北
口
の
集
合

団地の中からは、楽しそうな声が聞こえていました（昭和32年ごろ）

昭和47年にオープンした北夙川市民プール

昭和50年代の春風小学校校舎現在の時計台と中央芝生（写真提供：関西学院）

オアシスロードオープンの日

住
宅
は
、
東
京
の
高
輪
団
地
と
と

も
に
注
目
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
後
、

昭
和
27
年
か
ら
は
県
営
、
市
営
、

社
宅
、
官
舎
な
ど
総
数
51
棟
の
鉄

筋
ア
パ
ー
ト
が
建
ち
、
新
し
い
都

市
景
観
が
現
れ
ま
し
た
。

　
40
年
ぐ
ら
い
前
に
北
口
団
地
内

の
社
宅
に
住
ん
で
い
た
人
の
話
に

よ
る
と
、「
間
取
り
は
リ
ビ
ン
グ
、

ダ
イ
ニ
ン
グ
は
な
く
て
、
和
室
が

3
部
屋
で
し
た
が
、
畳
が
今
よ
り

大
き
く
て
広
く
感
じ
ま
し
た
。
洗

濯
機
も
外
の
ベ
ラ
ン
ダ
に
置
い

て
、
お
風
呂
の
ガ
ス
の
着
火
も
外

か
ら
で
し
た
。
社
宅
は
活
気
が
あ

り
、
楽
し
い
思
い
出
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
」
と
懐
か
し
そ
う
に
話

し
ま
し
た
。

　
戦
後
、
市
内
で
は
児
童
が
急
増

し
た
た
め
、
校
区
の
見
直
し
と
新

た
な
校
舎
建
設
に
よ
る
小
学
校
の

分
離
・
独
立
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
甲
子
園
春
風
町
に
誕
生
し
た
春

風
小
学
校
は
、
昭
和
29
年
９
月
１

日
に
津
門
小
学
校
、
上
甲
子
園
小

学
校
か
ら
分
離
し
て
開
校
。
そ
れ

ぞ
れ
の
学
校
に
別
れ
を
告
げ
た
１

〜
３
年
の
児
童
は
、
現
在
の
地
に

建
て
ら
れ
た
校
舎
で
学
び
始
め
ま

し
た
。そ
の
後
、昭
和
35
年
に
プ
ー

ル
、
同
63
年
に
体
育
館
が
整
備
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
４
（
1
9
9
2
）
年
に
は

「
ひ
ょ
う
た
ん
池
」
と
呼
ば
れ
た

学
習
池
が
完
成
し
、
子
ど
も
た
ち

が
池
の
中
で
生
き
物
を
飼
育
し
た

り
、
遊
ん
だ
り
と
、
教
育
や
集
い

の
場
と
し
て
も
役
立
っ
て
い
ま
し

た
。

　
昭
和
に
建
設
さ
れ
た
校
舎
は
、

長
い
間
学
び
舎
と
し
て
活
躍
し
ま

し
た
が
、令
和
３
年
に
解
体
さ
れ
、

新
校
舎
へ
と
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し

た
。
今
ま
で
南
側
に
あ
っ
た
校
舎

は
北
側
に
建
て
ら
れ
、
木
目
を
基

調
と
し
た
窓
の
多
い
解
放
感
あ
ふ

れ
る
教
室
が
並
び
ま
す
。
ま
た
、

プ
ー
ル
も
校
舎
の
屋
上
に
建
設
さ

れ
、
青
空
の
下
、
子
ど
も
た
ち
が

元
気
に
水
泳
の
授
業
を
受
け
て
い

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
各
地
域
で
小

学
校
が
順
次
整
備
さ
れ
、
現
在
で

は
市
立
が
40
校
、
私
立
が
２
校
に

増
え
て
い
ま
す
。

　
昭
和
30
年
代
、
ま
ち
の
基
盤
と

な
る
道
路
や
公
園
な
ど
の
イ
ン
フ

ラ
を
、
短
期
間
で
集
中
的
に
整
備

す
る
土
地
区
画
整
理
事
業
が
各
地

域
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
も
大
規
模
な
事
業
と

な
っ
た
の
が
越
木
岩
地
域
の
「
苦

楽
園
土
地
区
画
整
理
事
業
」で
す
。

　
西
は
樋
之
池
町
か
ら
老
松
町
、

東
は
松
風
町
か
ら
松
生
町
な
ど
約

85
　ha
を
事
業
地
と
し
、
昭
和
38
〜

48
年
の
10
年
間
で
、
苦
楽
園
口
通

り
や
北
夙
川
通
り
な
ど
約
23
㎞
の

道
路
、北
夙
川
市
民
プ
ー
ル
（
現
・

樋
之
池
プ
ー
ル
）
が
設
置
さ
れ
た

樋
之
池
公
園
な
ど
6
カ
所
の
公

園
、
中
新
田
川
な
ど
約
8
㎞
の
河

川
・
水
路
、
そ
し
て
地
域
の
中
心

施
設
と
な
る
北
夙
川
小
学
校
な
ど

が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
公
共
事
業
と
民
間
の
宅
地

開
発
で
、
田
畑
や
山
林
と
住
宅
地

が
混
在
し
て
い
た
田
園
風
景
は
、

市
街
地
へ
と
大
き
く
変
化
し
ま
し

た
。
事
業
前
後
の
写
真
は
、
西
宮

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
掲
載
さ
れ
て

い
る
事
業
資
料
（
苦
楽
園
土
地
区

画
整
理
事
業
で
検
索
）
で
閲
覧
で

き
、
過
去
の
越
木
岩
の
風
景
に
思

い
を
は
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
夙
川
公
園（
夙
川
河
川
敷
緑
地
）

の
中
、夙
川
左
岸
を
貫
く
市
道
は
、

か
つ
て
路
線
バ
ス
も
走
り
、
１
日

に
４
千
台
近
い
車
が
往
来
す
る
幹

線
道
路
で
し
た
。
そ
こ
で
、
子
ど

も
た
ち
の
安
全
な
遊
び
場
や
家
族

連
れ
で
散
策
で
き
る
場
所
を
造
ろ

う
と
昭
和
46
年
８
月
、
夏
休
み
の

１
カ
月
間
、
国
道
２
号
か
ら
香
櫨

園
浜
ま
で
の
約
1
・
3
㎞
の
区
間

を
、
自
動
車
の
侵
入
を
禁
止
し
て

緑
の
遊
歩
道
と
し
て
開
放
し
ま
し

た
。

　
こ
の
試
み
は
大
好
評
を
博
し
、

永
久
的
な
開
放
を
望
む
声
が
多
く

寄
せ
ら
れ
、
同
年
８
月
18
日
に
、

そ
の
後
も
継
続
し
て
開
放
さ
れ
る

こ
と
が
決
定
。
以
降
、
50
余
年
、

散
歩
す
る
人
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
す

る
人
、
犬
を
連
れ
た
人
の
交
流
の

場
と
し
て
、
ま
た
、
桜
の
季
節
に

は
遠
く
か
ら
多
く
の
人
が
花
見
に

訪
れ
る
名
所
と
し
て
、
都
市
部
に

お
け
る
貴
重
な
オ
ア
シ
ス
と
な
り

親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
環
境
を
守
る
た
め
、
地
域

住
民
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
清
掃
活

動
を
実
施
。
こ
う
し
た
人
々
の
長

年
の
努
力
に
支
え
ら
れ
、
美
し
い

景
観
が
保
た
れ
て
い
ま
す
。

　
昭
和
初
期
か
ら
40
年
代
に
か
け

て
、
市
内
に
数
多
く
の
大
学
や
短

期
大
学
が
開
校
し
ま
し
た
。
現
在

で
は
10
校
が
立
地
し
、
大
学
の
多

さ
は
文
教
住
宅
都
市
を
象
徴
し
て

い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
最
も
古
い

歴
史
を
有
し
て
い
る
の
が
関
西
学

院
大
学
で
す
。
シ
ン
ボ
ル
的
存
在

の
時
計
台
は
、昭
和
4
年
に
神
戸
・

原
田
の
森
か
ら
上
ケ
原
キ
ャ
ン
パ

ス
に
移
転
さ
れ
ま
し
た
。

　
キ
ャ
ン
パ
ス
全
体
の
設
計
は
、

日
本
で
数
多
く
の
西
洋
建
築
を
手

が
け
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
メ
レ
ル
・

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
氏
で
、
校
舎
は
ス
パ

ニ
ッ
シ
ュ
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス
タ

イ
ル
で
統
一
さ
れ
て
い
ま
す
。
当

初
は
木
々
も
芝
生
も
な
く
、
旧
地

主
の
故
・
芝
川
又
右
衛
門
氏
が

1
5
0
本
の
桜
と
77
本
の
ク
ス
ノ

キ
を
寄
贈
し
、
緑
の
学
園
づ
く
り

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
戦
時
中
は
学
生
が
軍
事
施
設
の

設
営
作
業
や
航
空
機
生
産
工
場
等

に
動
員
さ
れ
、
授
業
は
ほ
と
ん
ど

行
わ
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。
グ
ラ

ウ
ン
ド
は
練
兵
場
と
な
り
、
グ
ラ

や

ま
た

え

も
ん

戦
後
に
加
速
す
る
住
宅
整
備

「
北
口
団
地
誕
生
」

分
離
独
立
で
増
加
す
る
小
学
校

「
春
風
小
学
校
開
校
」

田
園
風
景
か
ら
市
街
地
へ

「
苦
楽
園
土
地
区
画
整
理
事
業
」

市
民
の
声
で
実
現
し
た
憩
い
の
場

「
夙
川
オ
ア
シ
ス
ロ
ー
ド
開
設
」

1
0
0
年
の
歴
史
を
刻
む

「
関
西
学
院
大
学
時
計
台
」

文
教
住
宅
都
市
の
始
ま
り

１
９
５
１
〜
２
０
０
０
年

広告

今年も
駄菓子で

盛り上が
ろう！

HPはコチラ▼

駄菓子各種、たこせん、景品玩具、
スーパーボール、ヨーヨー、当て物など。
イベントの景品や大量発注のご要望など、
お気軽にお問い合わせください。

西宮市津門大塚町6-27-102　グラードサルジオ1階

丸栄商事
まる  えい

電話 0798-22-3637　fax 0798-22-3633

9：00～17：00営業時間 水曜（不定休）・日祝日定 休 日
maruei＠ark.ocn.ne.jp

謹んで初春のお慶びを
申し上げます
2025年もよろしくお願いいたします

謹んで初春のお慶びを
申し上げます
2025年もよろしくお願いいたします

謹んで初春のお慶びを
申し上げます
2025年もよろしくお願いいたします
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。
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に
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た
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後
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ら
は
県
営
、
市
営
、

社
宅
、
官
舎
な
ど
総
数
51
棟
の
鉄

筋
ア
パ
ー
ト
が
建
ち
、
新
し
い
都

市
景
観
が
現
れ
ま
し
た
。

　
40
年
ぐ
ら
い
前
に
北
口
団
地
内

の
社
宅
に
住
ん
で
い
た
人
の
話
に

よ
る
と
、「
間
取
り
は
リ
ビ
ン
グ
、

ダ
イ
ニ
ン
グ
は
な
く
て
、
和
室
が

3
部
屋
で
し
た
が
、
畳
が
今
よ
り

大
き
く
て
広
く
感
じ
ま
し
た
。
洗

濯
機
も
外
の
ベ
ラ
ン
ダ
に
置
い

て
、
お
風
呂
の
ガ
ス
の
着
火
も
外

か
ら
で
し
た
。
社
宅
は
活
気
が
あ

り
、
楽
し
い
思
い
出
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
」
と
懐
か
し
そ
う
に
話

し
ま
し
た
。

　
戦
後
、
市
内
で
は
児
童
が
急
増

し
た
た
め
、
校
区
の
見
直
し
と
新

た
な
校
舎
建
設
に
よ
る
小
学
校
の

分
離
・
独
立
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
甲
子
園
春
風
町
に
誕
生
し
た
春

風
小
学
校
は
、
昭
和
29
年
９
月
１

日
に
津
門
小
学
校
、
上
甲
子
園
小

学
校
か
ら
分
離
し
て
開
校
。
そ
れ

ぞ
れ
の
学
校
に
別
れ
を
告
げ
た
１

〜
３
年
の
児
童
は
、
現
在
の
地
に

建
て
ら
れ
た
校
舎
で
学
び
始
め
ま

し
た
。そ
の
後
、昭
和
35
年
に
プ
ー

ル
、
同
63
年
に
体
育
館
が
整
備
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
４
（
1
9
9
2
）
年
に
は

「
ひ
ょ
う
た
ん
池
」
と
呼
ば
れ
た

学
習
池
が
完
成
し
、
子
ど
も
た
ち

が
池
の
中
で
生
き
物
を
飼
育
し
た

り
、
遊
ん
だ
り
と
、
教
育
や
集
い

の
場
と
し
て
も
役
立
っ
て
い
ま
し

た
。

　
昭
和
に
建
設
さ
れ
た
校
舎
は
、

長
い
間
学
び
舎
と
し
て
活
躍
し
ま

し
た
が
、令
和
３
年
に
解
体
さ
れ
、

新
校
舎
へ
と
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し

た
。
今
ま
で
南
側
に
あ
っ
た
校
舎

は
北
側
に
建
て
ら
れ
、
木
目
を
基

調
と
し
た
窓
の
多
い
解
放
感
あ
ふ

れ
る
教
室
が
並
び
ま
す
。
ま
た
、

プ
ー
ル
も
校
舎
の
屋
上
に
建
設
さ

れ
、
青
空
の
下
、
子
ど
も
た
ち
が

元
気
に
水
泳
の
授
業
を
受
け
て
い

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
各
地
域
で
小

学
校
が
順
次
整
備
さ
れ
、
現
在
で

は
市
立
が
40
校
、
私
立
が
２
校
に

増
え
て
い
ま
す
。

　
昭
和
30
年
代
、
ま
ち
の
基
盤
と

な
る
道
路
や
公
園
な
ど
の
イ
ン
フ

ラ
を
、
短
期
間
で
集
中
的
に
整
備

す
る
土
地
区
画
整
理
事
業
が
各
地

域
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
も
大
規
模
な
事
業
と

な
っ
た
の
が
越
木
岩
地
域
の
「
苦

楽
園
土
地
区
画
整
理
事
業
」で
す
。

　
西
は
樋
之
池
町
か
ら
老
松
町
、

東
は
松
風
町
か
ら
松
生
町
な
ど
約

85
　ha
を
事
業
地
と
し
、
昭
和
38
〜

48
年
の
10
年
間
で
、
苦
楽
園
口
通

り
や
北
夙
川
通
り
な
ど
約
23
㎞
の

道
路
、北
夙
川
市
民
プ
ー
ル
（
現
・

樋
之
池
プ
ー
ル
）
が
設
置
さ
れ
た

樋
之
池
公
園
な
ど
6
カ
所
の
公

園
、
中
新
田
川
な
ど
約
8
㎞
の
河

川
・
水
路
、
そ
し
て
地
域
の
中
心

施
設
と
な
る
北
夙
川
小
学
校
な
ど

が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
公
共
事
業
と
民
間
の
宅
地

開
発
で
、
田
畑
や
山
林
と
住
宅
地

が
混
在
し
て
い
た
田
園
風
景
は
、

市
街
地
へ
と
大
き
く
変
化
し
ま
し

た
。
事
業
前
後
の
写
真
は
、
西
宮

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
掲
載
さ
れ
て

い
る
事
業
資
料
（
苦
楽
園
土
地
区

画
整
理
事
業
で
検
索
）
で
閲
覧
で

き
、
過
去
の
越
木
岩
の
風
景
に
思

い
を
は
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
夙
川
公
園（
夙
川
河
川
敷
緑
地
）

の
中
、夙
川
左
岸
を
貫
く
市
道
は
、

か
つ
て
路
線
バ
ス
も
走
り
、
１
日

に
４
千
台
近
い
車
が
往
来
す
る
幹

線
道
路
で
し
た
。
そ
こ
で
、
子
ど

も
た
ち
の
安
全
な
遊
び
場
や
家
族

連
れ
で
散
策
で
き
る
場
所
を
造
ろ

う
と
昭
和
46
年
８
月
、
夏
休
み
の

１
カ
月
間
、
国
道
２
号
か
ら
香
櫨

園
浜
ま
で
の
約
1
・
3
㎞
の
区
間

を
、
自
動
車
の
侵
入
を
禁
止
し
て

緑
の
遊
歩
道
と
し
て
開
放
し
ま
し

た
。

　
こ
の
試
み
は
大
好
評
を
博
し
、

永
久
的
な
開
放
を
望
む
声
が
多
く

寄
せ
ら
れ
、
同
年
８
月
18
日
に
、

そ
の
後
も
継
続
し
て
開
放
さ
れ
る

こ
と
が
決
定
。
以
降
、
50
余
年
、

散
歩
す
る
人
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
す

る
人
、
犬
を
連
れ
た
人
の
交
流
の

場
と
し
て
、
ま
た
、
桜
の
季
節
に

は
遠
く
か
ら
多
く
の
人
が
花
見
に

訪
れ
る
名
所
と
し
て
、
都
市
部
に

お
け
る
貴
重
な
オ
ア
シ
ス
と
な
り

親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
環
境
を
守
る
た
め
、
地
域

住
民
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
清
掃
活

動
を
実
施
。
こ
う
し
た
人
々
の
長

年
の
努
力
に
支
え
ら
れ
、
美
し
い

景
観
が
保
た
れ
て
い
ま
す
。

　
昭
和
初
期
か
ら
40
年
代
に
か
け

て
、
市
内
に
数
多
く
の
大
学
や
短

期
大
学
が
開
校
し
ま
し
た
。
現
在

で
は
10
校
が
立
地
し
、
大
学
の
多

さ
は
文
教
住
宅
都
市
を
象
徴
し
て

い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
最
も
古
い

歴
史
を
有
し
て
い
る
の
が
関
西
学

院
大
学
で
す
。
シ
ン
ボ
ル
的
存
在

の
時
計
台
は
、昭
和
4
年
に
神
戸
・

原
田
の
森
か
ら
上
ケ
原
キ
ャ
ン
パ

ス
に
移
転
さ
れ
ま
し
た
。

　
キ
ャ
ン
パ
ス
全
体
の
設
計
は
、

日
本
で
数
多
く
の
西
洋
建
築
を
手

が
け
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
メ
レ
ル
・

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
氏
で
、
校
舎
は
ス
パ

ニ
ッ
シ
ュ
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス
タ

イ
ル
で
統
一
さ
れ
て
い
ま
す
。
当

初
は
木
々
も
芝
生
も
な
く
、
旧
地

主
の
故
・
芝
川
又
右
衛
門
氏
が

1
5
0
本
の
桜
と
77
本
の
ク
ス
ノ

キ
を
寄
贈
し
、
緑
の
学
園
づ
く
り

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
戦
時
中
は
学
生
が
軍
事
施
設
の

設
営
作
業
や
航
空
機
生
産
工
場
等

に
動
員
さ
れ
、
授
業
は
ほ
と
ん
ど

行
わ
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。
グ
ラ

ウ
ン
ド
は
練
兵
場
と
な
り
、
グ
ラ

や

ま
た

え

も
ん

戦
後
に
加
速
す
る
住
宅
整
備

「
北
口
団
地
誕
生
」

分
離
独
立
で
増
加
す
る
小
学
校

「
春
風
小
学
校
開
校
」

田
園
風
景
か
ら
市
街
地
へ

「
苦
楽
園
土
地
区
画
整
理
事
業
」

市
民
の
声
で
実
現
し
た
憩
い
の
場

「
夙
川
オ
ア
シ
ス
ロ
ー
ド
開
設
」

1
0
0
年
の
歴
史
を
刻
む

「
関
西
学
院
大
学
時
計
台
」

文
教
住
宅
都
市
の
始
ま
り

１
９
５
１
〜
２
０
０
０
年

広告
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イ
ダ
ー
の
飛
行
訓
練
を
連
日
実

施
。
時
計
台
は
迷
彩
の
た
め
黒
く

塗
ら
れ
、
学
院
内
の
鉄
は
供
出
さ

れ
、
時
計
台
正
面
入
り
口
上
部
の

手
す
り
も
取
り
外
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
平
成
22
（
2
0
1
0
）
年

に
復
元
さ
れ
て
創
建
当
時
の
姿
に

戻
り
ま
し
た
。

　
こ
の
時
計
台
は
、
平
成
21
年
に

「
関
西
学
院
大
学
時
計
台
（
旧
図

書
館
）」
と
し
て
、
国
の
登
録
有

形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
創
立
1
2
5
周
年
を
記
念

し
て
、
平
成
26
年
に
「
関
西
学
院

大
学
博
物
館
」
と
し
て
開
館
し
て

い
ま
す
。

　
西
宮
市
の
つ
な
が
り
は
海
外
へ

も
。
姉
妹
・
友
好
都
市
と
し
て
、

ア
メ
リ
カ
の
ワ
シ
ン
ト
ン
州
ス

ポ
ー
ケ
ン
市（
※
昭
和
36
年
）、ブ

ラ
ジ
ル
の
ロ
ン
ド
リ
ー
ナ
市

（
※
昭
和
52
年
）、中
国
の
紹
興
市

（
※
昭
和
60
年
）、フ
ラ
ン
ス
の
ロ
ッ

ト・エ・ガ
ロ
ン
ヌ
県
と
ア
ジ
ャ
ン
市

（
※
平
成
4
年
）と
提
携
し
て
い
ま

す
。市
と
市
の
交
流
は
も
ち
ろ

ん
、
市
民
同
士
の
相
互
訪
問
な

ど
、
い
わ
ゆ
る
草
の
根
レ
ベ
ル
の

交
流
も
盛
ん
で
す
。

海外姉妹友好都市分布地図（西宮市HPから引用）

　
ス
ポ
ー
ケ
ン
市
は
、
西
宮
市
と

同
じ
く
大
学
が
多
い
ま
ち
で
、
武

庫
川
女
子
大
学
の
分
校
も
設
立
さ

れ
て
い
ま
す
。「
コ
ー
ヒ
ー

の
都
」
ロ
ン
ド
リ
ー
ナ
市
に

は
大
学
が
8
校
あ
り
、
西
宮

と
よ
く
似
た
文
教
都
市
で

す
。

　
紹
興
市
は
、
約
2
5
0
0

年
に
わ
た
る
酒
造
り
の
歴
史

を
持
つ「
酒
の
郷
」。
ま
た
、

魯
迅
、王
羲
之
ゆ
か
り
の
「
名

士
の
郷
」
と
し
て
も
有
名
で

す
。
ロ
ッ
ト
・
エ
・
ガ
ロ
ン
ヌ
県
、

そ
の
県
庁
所
在
地
の
ア
ジ
ャ
ン
市

は
、
豊
か
な
自
然
と
中
世
的
な
景

観
の
調
和
が
魅
力
的
で
す
。

＊
国
内
の
友
好
都
市
は
、高
知
県
梼
原
町
と
鹿
児

島
県
奄
美
市
で
す

※

提
携
締
結
年

　
六
甲
山
系
の
山
々
に
囲
ま
れ
た

緑
豊
か
な
大
自
然
が
広
が
る
名
塩

に
、
国
鉄
福
知
山
線
の
複
線
電
化

に
合
わ
せ
て
昭
和
61
（
1
9
8
6
）

年
、
新
駅
の
西
宮
名
塩
駅
が
開
業

し
ま
し
た
。
大
阪
へ
約
30
分
と
い

う
交
通
ア
ク
セ
ス
が
実
現
し
、
通

勤
や
お
出
か
け
な
ど
の
利
便
性
が

大
き
く
向
上
し
ま
し
た
。

　
駅
周
辺
は
、バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
、

行
政
、
商
業
、
医
療
、
教
育
、
駐

車
場
な
ど
の
施
設
が
誘
致
さ
れ
、

多
く
の
人
が
集
う
、
西
宮
市
北
部

の
重
要
拠
点
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
駅
に
隣
接
す
る
名
塩
東
山

の
丘
陵
地
に
、
緑
あ
ふ
れ
る
西
宮

名
塩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
が
、
平
成
3

年
に
街
び
ら
き
さ
れ
ま
し
た
。
第

1
期
分
譲
で
は
、
1
戸
当
た
り
の

倍
率
は
平
均
約
40
倍
と
い
う
好
評

価
を
博
し
ま
し
た
。

　
西
宮
名
塩
駅
と
、
平

成
6
年
に
建
設
省
都

市
景
観
1
0
0
選
で

大
賞
に
選
ば
れ
た
低
層

住
宅
群
な
ど
と
を
結
ぶ

斜
行
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
、

建
設
当
時
、
日
本
で

一
番
長
く
て
速
い
と
い

わ
れ
、
名
塩
の
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
そ
の
後
も
、
名
塩
南
台
や
名
塩

さ
く
ら
台
な
ど
の
大
規
模
宅
地
造

成
が
進
み
、
西
宮
名
塩
駅
か
ら
住

宅
地
へ
の
路
線
バ
ス
を
運
行
。
街

路
樹
な
ど
も
き
れ
い
に
管
理
さ

れ
、
自
然
あ
ふ
れ
る
住
環
境
の

整
っ
た
街
に
な
り
ま
し
た
。

参
考
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献
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）
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史
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市
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』　
西
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市
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会
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阪
神
間
都
市
計
画
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楽
園
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整
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事
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』　
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市
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ニ
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櫨
園
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

・『
関
西
学
院
の
1
3
0
年
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会
誌
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西
宮
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ー
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姉

妹
・
友
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都
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」

・
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デ
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ブ

昭和61年11月号の『宮っ子』表紙。昭和61年
当時の宮っ子編集員や子どもたちと八木米
次市長が加わり、試運転の電車を迎えました

し
ょ
う
こ
う

ろ  
じ
ん

お
う  

ぎ  

し

世
界
へ
と
広
が
る
つ
な
が
り

「
海
外
姉
妹・友
好
都
市
提
携
」

世
界
へ
と
広
が
る
つ
な
が
り

「
海
外
姉
妹・友
好
都
市
提
携
」

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
始
ま
り

「
J
R
西
宮
名
塩
駅
開
業
」

名　塩

水回りのことならどんなことでも
お気軽にご相談ください！

水漏れ・つまり・給排水工事
リフォーム・給湯機交換など

宝塚本部：宝塚市売布東の町 15-35
西 宮 店  ：西宮市羽衣町 7-30-301

TEL.0797-90-2741

西宮市指定給水装置工事事業者 931 号西宮市全域対応
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、
平
成
21
年
に

「
関
西
学
院
大
学
時
計
台
（
旧
図

書
館
）」
と
し
て
、
国
の
登
録
有

形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
創
立
1
2
5
周
年
を
記
念

し
て
、
平
成
26
年
に
「
関
西
学
院

大
学
博
物
館
」
と
し
て
開
館
し
て

い
ま
す
。

　
西
宮
市
の
つ
な
が
り
は
海
外
へ

も
。
姉
妹
・
友
好
都
市
と
し
て
、

ア
メ
リ
カ
の
ワ
シ
ン
ト
ン
州
ス

ポ
ー
ケ
ン
市（
※
昭
和
36
年
）、ブ

ラ
ジ
ル
の
ロ
ン
ド
リ
ー
ナ
市

（
※
昭
和
52
年
）、中
国
の
紹
興
市

（
※
昭
和
60
年
）、フ
ラ
ン
ス
の
ロ
ッ

ト・エ・ガ
ロ
ン
ヌ
県
と
ア
ジ
ャ
ン
市

（
※
平
成
4
年
）と
提
携
し
て
い
ま

す
。市
と
市
の
交
流
は
も
ち
ろ

ん
、
市
民
同
士
の
相
互
訪
問
な

ど
、
い
わ
ゆ
る
草
の
根
レ
ベ
ル
の

交
流
も
盛
ん
で
す
。

海外姉妹友好都市分布地図（西宮市HPから引用）

　
ス
ポ
ー
ケ
ン
市
は
、
西
宮
市
と

同
じ
く
大
学
が
多
い
ま
ち
で
、
武

庫
川
女
子
大
学
の
分
校
も
設
立
さ

れ
て
い
ま
す
。「
コ
ー
ヒ
ー

の
都
」
ロ
ン
ド
リ
ー
ナ
市
に

は
大
学
が
8
校
あ
り
、
西
宮

と
よ
く
似
た
文
教
都
市
で

す
。

　
紹
興
市
は
、
約
2
5
0
0

年
に
わ
た
る
酒
造
り
の
歴
史

を
持
つ「
酒
の
郷
」。
ま
た
、

魯
迅
、王
羲
之
ゆ
か
り
の
「
名

士
の
郷
」
と
し
て
も
有
名
で

す
。
ロ
ッ
ト
・
エ
・
ガ
ロ
ン
ヌ
県
、

そ
の
県
庁
所
在
地
の
ア
ジ
ャ
ン
市

は
、
豊
か
な
自
然
と
中
世
的
な
景

観
の
調
和
が
魅
力
的
で
す
。

＊
国
内
の
友
好
都
市
は
、高
知
県
梼
原
町
と
鹿
児

島
県
奄
美
市
で
す

※

提
携
締
結
年

　
六
甲
山
系
の
山
々
に
囲
ま
れ
た

緑
豊
か
な
大
自
然
が
広
が
る
名
塩

に
、
国
鉄
福
知
山
線
の
複
線
電
化

に
合
わ
せ
て
昭
和
61
（
1
9
8
6
）

年
、
新
駅
の
西
宮
名
塩
駅
が
開
業

し
ま
し
た
。
大
阪
へ
約
30
分
と
い

う
交
通
ア
ク
セ
ス
が
実
現
し
、
通

勤
や
お
出
か
け
な
ど
の
利
便
性
が

大
き
く
向
上
し
ま
し
た
。

　
駅
周
辺
は
、バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
、

行
政
、
商
業
、
医
療
、
教
育
、
駐

車
場
な
ど
の
施
設
が
誘
致
さ
れ
、

多
く
の
人
が
集
う
、
西
宮
市
北
部

の
重
要
拠
点
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
駅
に
隣
接
す
る
名
塩
東
山

の
丘
陵
地
に
、
緑
あ
ふ
れ
る
西
宮

名
塩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
が
、
平
成
3

年
に
街
び
ら
き
さ
れ
ま
し
た
。
第

1
期
分
譲
で
は
、
1
戸
当
た
り
の

倍
率
は
平
均
約
40
倍
と
い
う
好
評

価
を
博
し
ま
し
た
。

　
西
宮
名
塩
駅
と
、
平

成
6
年
に
建
設
省
都

市
景
観
1
0
0
選
で

大
賞
に
選
ば
れ
た
低
層

住
宅
群
な
ど
と
を
結
ぶ

斜
行
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
、

建
設
当
時
、
日
本
で

一
番
長
く
て
速
い
と
い

わ
れ
、
名
塩
の
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
そ
の
後
も
、
名
塩
南
台
や
名
塩

さ
く
ら
台
な
ど
の
大
規
模
宅
地
造

成
が
進
み
、
西
宮
名
塩
駅
か
ら
住

宅
地
へ
の
路
線
バ
ス
を
運
行
。
街

路
樹
な
ど
も
き
れ
い
に
管
理
さ

れ
、
自
然
あ
ふ
れ
る
住
環
境
の

整
っ
た
街
に
な
り
ま
し
た
。

参
考
文
献
・
写
真
（
P
12
〜
14
）

・『
西
宮
市
史
』　
西
宮
市

・『
西
宮
郷
土
資
料
集
』　
西
宮
市
教
育
委

員
会

・『
阪
神
間
都
市
計
画
苦
楽
園
土
地
区
画

整
理
事
業
』　
西
宮
市

・『
市
政
ニ
ュ
ー
ス
4
5
6
号
』　
西
宮
市

・『
夙
川
オ
ア
シ
ス
ロ
ー
ド
50
周
年
記
念

誌
』　香
櫨
園
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

・『
関
西
学
院
の
1
3
0
年
』『
は
ば
た
く

自
由
』　
関
西
学
院
同
窓
会
誌

・
西
宮
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
西
宮
市
の
姉

妹
・
友
好
都
市
」

・
に
し
の
み
や
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ

昭和61年11月号の『宮っ子』表紙。昭和61年
当時の宮っ子編集員や子どもたちと八木米
次市長が加わり、試運転の電車を迎えました

し
ょ
う
こ
う

ろ  

じ
ん

お
う  

ぎ  

し

世
界
へ
と
広
が
る
つ
な
が
り

「
海
外
姉
妹・友
好
都
市
提
携
」

世
界
へ
と
広
が
る
つ
な
が
り

「
海
外
姉
妹・友
好
都
市
提
携
」

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
始
ま
り

「
J
R
西
宮
名
塩
駅
開
業
」

名　塩

～



2025年（令和7年度） 1月18日（土）19日（日）●特別祈祷（おはらい）は1月1日
　より行われています。

令和7年の厄年（数え年）
25歳（平成13年） 41歳（昭和60年）
42歳（昭和59年） 43歳（昭和58年）
61歳（昭和40年）

19歳（平成19年） 32歳（平成6年）
33歳（平成5年） 34歳（平成4年）
37歳（平成元年） 61歳（昭和40年）

男
性

女
性

おねがい
●付近は全面駐車禁止場所です。
●駐車場はありませんので、当日は車のご利用は避け、電車（阪急今津線門戸厄神駅下車）を御利用下さい。
●一月中車での御参詣は付近住民の方の御迷惑になりますので御遠慮下さい。

丸橋郵便局

近隣住民及び
関係車輌除く

至神戸三宮
至大阪梅田

17日（金）

18日（土）
朝9：00

昼1：00

～

（土）

19日

18日

（日）
朝9：00

夜10：30

～

関西学院大学
聖和キャンパス

工事中

西宮警察署

交通規制図交通規制図
午前9：00～午後10：30

※規制時間は混雑の状況により短縮することがあります



利用者
募集
利用者
募集

社会福祉法人

神港園レインボー西宮神港園レインボー西宮 家庭的で、尊厳があり、安心な暮らしをご提供いたします。
健康はもちろん、認知症の進行予防などを考えた各種療法に取組んでいます。
地域と密着したイベントの開催など、皆様と交流を深めています。

見学・体験受付中デイサービスセンター 認知症対応型デイサービスセンター

神港園レインボー酒蔵通

●資料のご請求・お問い合せ先

Email : rainbow-sakagura@shinkouen.or.jp

本館・西館

他にも、グループホーム・居宅介護支援事業所・放課後等デイサービスを併設。

神港園レインボー西宮 TEL:0798-43-5450
FAX:0798-43-5452

●資料のご請求・お問い合わせ先

■本館　全 32戸
シングルタイプ約 30ｍ2/27 戸…月 12万～13万
ファミリータイプ約 45ｍ2/5 戸…月 19万
■西館　全 18戸　全室 18.53ｍ2…月 11万
〈敷金〉原則退去時に返金いたします。
〈その他費用〉別途ご確認ください。
本館条件：60歳以上、共同生活に支障のない方、運
営、管理規定を順守いただける方。西館条件：60歳
以上、要介護 1～5の方、共同生活に支障のない方、
運営、管理規定を順守いただける方。

〒663-8135 西宮市上田西町3-28
Email : info-rainbow@shinkouen.or.jp

詳しくはこちら

元気な方も、介護が必要な方も、
酒蔵通の暮らしを

本　館
みまわりサポート

西　館
24時間サポート

介護
募集

職
員

パ－ト、常勤、介護補助など

①西宮市上田西町3-28　神港園レインボー西宮
②西宮市久保町7-35　神港園レインボー酒蔵通
●詳しくはお問い合わせください

神港園レインボー西宮
〒663-8135 西宮市上田西町3-28

【勤務場所】
有資格者優遇 普通免許所持者歓迎
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西
宮
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
会
が
発

行
し
て
い
る
地
域
情
報
誌
『
宮
っ

子
』
は
、
市
内
26
地
域
の
市
民
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
企
画
、
編
集
、
配

布
を
行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
は
年

6
回
発
行
さ
れ
、
毎
回
約
18
万
4

千
部
（
令
和
5
年
度
）
が
市
内
の

学
校
や
公
共
施
設
、
各
家
庭
に
配

ら
れ
て
い
ま
す
。

◆
西
宮
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
会
の
発
足

　
住
民
の
手
に
よ
る
新
し
い
地
域

　社
会
の
創
造

　
住
民
が
自
分
の
住
む
ま
ち
を

知
っ
て
大
切
に
思
い
、
西
宮
を
よ

り
良
く
し
て
い
く
た
め
に
は
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
が
必
要
で
あ

　
平
成
７
年
１
月
17
日
に
発
生
し

た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
、
西
宮

市
も
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し

た
。
震
災
後
、
ま
ち
の
復
興
と
と

も
に
、
防
災
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
き
た
地
域
の
中
か
ら
、

甲
東
、
津
門
、
西
宮
浜
地
域
の
活

動
を
紹
介
し
ま
す
。

◆「
甲
東
は
ひ
と
つ
」の
ま
ち
づ
く
り

　
甲
東
地
域
で
は
、
山
陽
新
幹
線

の
橋
脚
崩
壊
や
阪
急
今
津
線
を
ま

た
ぐ
国
道
1
7
1
号
門
戸
跨
線
橋

の
落
下
な
ど
、
大
き
な
被
害
が
あ

り
ま
し
た
。
マ
ン
シ
ョ
ン
や
家
屋

の
倒
壊
で
、
子
ど
も
を
含
む
住
民

の
犠
牲
も
あ
り
ま
し
た
。

名塩

生瀬山口

甲陽 上ケ原
甲東

北口

瓦木

甲子園口

春風

鳴尾

津門

今津

浜
脇

安井

神原

苦
楽
園

広田

平木

芦原夙川

香
櫨
園 用

海

越
木
岩

大社

西宮浜　　

る
と
考
え
ら

れ
、昭
和
54
年

8
月
、西
宮
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協

会
が
設
立
さ

れ
ま
し
た
。

　
協
会
は
情

報
発
信
の
た

め
の
ミ
ニ
コ

ミ
誌
発
行
を

市
政
ニ
ュ
ー
ス
で
呼
び
か
け
、
同

年
10
月
に
15
地
域
が
参
加
し
て
、

わ
が
ま
ち
誌
『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
西

宮
』
が
誕
生
し
ま
し
た
。
市
民
か

ら
名
称
を
募
集
し
、
第
4
号
か
ら

は
『
宮
っ
子
』
と
し
て
発
行
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
創
刊
号
で
は
、「
住
民
同
士
が

助
け
合
い
、
さ
ら
に
住
み
や
す
い

町
づ
く
り
を
目
指
し
た
い
」
と
い

う
発
起
人
た
ち
の
熱
い
思
い
が
つ

づ
ら
れ
て
い
ま
す
。
同
号
の
「
も

く
じ
」
で
は
、
各
地
域
の
編
集
員

が
地
域
の
行
事
や
出
来
事
を
読
者

目
線
で
紹
介
す
る
「
地
域
版
」
を
、

「
あ
な
た
の
地
域
の
頁
で
す
」
と

表
現
し
て
い
て
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
活
動
の
原
点
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

◆『
宮
っ
子
』
の
移
り
変
わ
り

　昭
和
55
年
5
月
、「
聞
く
本
『
声

の
わ
が
ま
ち
誌
』」
を
作
成
。
現

在
も「
声
の『
宮
っ
子
』」と
し
て
、

視
力
に
障
が
い
の
あ
る
人
や
文
字

を
読
む
こ
と
が
難
し
い
人
な
ど

に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
全
市
版
を

朗
読
し
て
録
音
し
た
音
源
を
貸
し

出
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
7
（
1
9
9
5
）
年
1
月

の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
半
年

間
休
刊
し
ま
し
た
が
、
そ
の
間
も

地
域
版
を
自
主
発
行
し
続
け
た
地

域
が
あ
り
ま
し
た
。

　
平
成
12
年
か
ら
は
表
紙
写
真
を

地
域
編
集
員
が
輪
番
制
で
担
当
。

そ
こ
に
暮
ら
す
人
の
目
線
に
よ

る
、
地
域
ら
し
さ
を
写
し
て
き
ま

し
た
。
　

　
平
成
18
年
に
は
、
規
格
が
B
5地域の編集員が表紙写真を担

当するようになった平成12年3
月号の表紙

各戸に『宮っ子』を届ける町内会
や自治会でのボランティアの様子防災フェスタを開催

落ちた門戸跨線橋が線路をふさぐ
『阪神・淡路大震災20年誌』より

甲東地域で防災学習会を開催

災害用トイレ

市・上下水道局による防災訓練

版
か
ら
A
4
版
に
な
り
、
発
行
回

数
は
年
間
10
回
か
ら
6
回
に
な
り

ま
し
た
。

　
令
和
2
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
地
域
活

動
が
停
滞
し
、
7
・
8
月
号
か
ら

一
時
休
刊
。
令
和
3
年
1
・
2
月

号
か
ら
復
刊
し
ま
し
た
。

◆
こ
れ
か
ら
の『
宮
っ
子
』は

　編
集
は
、
原
稿
用
紙
に
手
書
き

で
し
た
が
、
多
く
の
地
域
で
パ
ソ

コ
ン
編
集
と
な
り
、
編
集
会
議
を

オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
っ
て
効
率
化
を

図
っ
て
い
る
地
域
も
出
て
き
て
い

ま
す
。
ま
た
、『
宮
っ
子
』
の
閲

覧
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
見
や
す
く
変

わ
り
ま
す
。

　
編
集
員
や
配
布
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

担
当
者
の
高
齢
化
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
を
克
服
し
つ
つ
、「
粘

り
強
く
自
分
た
ち
の
普
段
の
暮
ら

し
や
文
化
、
自
然
、
歴
史
な
ど
の

情
報
を
発
信
し
、
記
録
し
続
け
、

次
の
世
代
に
つ
な
い
で
い
く
」
と

い
う
『
宮
っ
子
』
の
使
命
を
、
こ

れ
か
ら
も
果
た
し
て
い
き
ま
す
。

　
4
地
区
か
ら
成
る
甲
東
地
域

（
甲
東
、
段
上
、
段
上
西
、
樋
ノ

ロ
の
小
学
校
校
区
）
の
住
民
は
、

震
災
の
苦
境
を
乗
り
越
え
て
、
ま

ち
の
復
興
と
と
も
に
、
昔
か
ら
受

け
継
が
れ
て
き
た
「
甲
東
は
ひ
と

つ
」の
思
い
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、

さ
ま
ざ
ま
な
世
代
が
協
力
し
て
、

防
災
意
識
を
深
め
る
活
動
を
継
続

的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
防
災
訓
練
や
防
災
マ
ッ
プ
作
り

な
ど
、
子
ど
も
と
大
人
が
体
験
し

な
が
ら
学
ん
だ
り
、
防
災
グ
ッ
ズ

や
防
災
知
識
を
学
ぶ
講
座
を
開
い

た
り
、
災
害
用
ご
飯
や
震
災
お
む

す
び
を
作
っ
て
食
の
備
え
を
学
ん

だ
り
と
、
多
様
な
視
点
か
ら
防
災

を
考
え
、
取
り

組
ん
で
い
ま

す
。

　
自
助
、
共
助

の
意
識
を
大
切

に
す
る
甲
東
の

ま
ち
づ
く
り

は
、
こ
れ
か
ら

も
受
け
継
が
れ

て
い
き
ま
す
。

◆
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

　
津
門
地
域
で
は
震
災
後
、
地
区

ご
と
に
自
主
防
災
組
織
を
つ
く
り

ま
し
た
。
毎
年
防
災
訓
練
を
行

い
、
防
災
倉
庫
の
点
検
補
充
、
災

害
時
の
避
難
ル
ー
ト
確
認
、
救
急

救
命
訓
練
、
炊
き
出
し
な
ど
災
害

を
想
定
し
た
訓
練
を
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
地
域
防
災
計
画
の
作

成
、
防
災
マ
ッ
プ
の
作
製
と
配

布
、
チ
ラ

シ
で
の
啓

発
活
動
な

ど
、積
極

的
に
地
区

ご
と
で
取

り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
設
備
面
で
は
、
新
し
く
で
き
た

津
門
市
民
館
が
防
災
機
能
を
持
つ

施
設
と
な
り
、
災
害
用
マ
ン
ホ
ー

ル
水
洗
ト
イ
レ
、
災
害
炊
飯
エ
リ

ア
、
防
災
倉
庫
な
ど
が
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
各
地
区
は
市
・
防
災
危
機
管
理

課
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
な
が

ら
、
自
主
的
に
防
災
に
強
い
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

◆
震
災
後
の
新
し
い
ま
ち
づ
く
り

　
西
宮
マ
リ
ナ
パ
ー
ク
シ
テ
ィ

は
、
西
宮
浜
4
丁
目
に
あ
る
住
宅

地
で
す
。
当
初
は
平
成
7
年
10
月

に
開
港
し
た
新
西
宮
ヨ
ッ
ト
ハ
ー

バ
ー
を
核
と
し
た
、
リ
ゾ
ー
ト
地

の
計
画
が
あ
り
ま
し
た
。し
か
し
、

バ
ブ
ル
崩
壊
や
阪
神
・
淡
路
大
震

災
に
よ
る
住
宅
不
足
も
あ
り
、「
住

宅
を
中
心
に
し
た
ま
ち
づ
く
り
」

に
変
更
さ
れ
、
平
成
10
年
に
街
び

ら
き
を
し
ま
し
た
。
電
線
を
地
中

に
埋
設
さ
せ
、
街
路
樹
を
増
や
し

た
景
観
面
に
対
す
る
配
慮
が
な
さ

れ
、
街
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
ア
ー

ト
作
品
が
置
か
れ
た
街
並
み
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
海
に
面
し
た
立
地
の
た

め
災
害
に
対
す
る
意
識
が
高
く
、

近
年
で
は
「
西
宮
浜
の
防
災
・
減

災
を
考
え
る
会
」
を
定
期
的
に
開

催
。
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
で
意
識

向
上
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ペ
ー
ジ

こ  

せ
ん

現在地域版を発行している26地域のエリア図

鳴　尾

文
教
住
宅
都
市
の
始
ま
り

『
宮
っ
子
』
市
民
と
歩
ん
だ
45
年

阪
神
・
淡
路
大
震
災
経
験
と
教
訓
を
糧
に
！

文
教
住
宅
都
市
の
始
ま
り



19 18

　
西
宮
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
会
が
発

行
し
て
い
る
地
域
情
報
誌
『
宮
っ

子
』
は
、
市
内
26
地
域
の
市
民
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
企
画
、
編
集
、
配

布
を
行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
は
年

6
回
発
行
さ
れ
、
毎
回
約
18
万
4

千
部
（
令
和
5
年
度
）
が
市
内
の

学
校
や
公
共
施
設
、
各
家
庭
に
配

ら
れ
て
い
ま
す
。

◆
西
宮
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
会
の
発
足

　
住
民
の
手
に
よ
る
新
し
い
地
域

　社
会
の
創
造

　
住
民
が
自
分
の
住
む
ま
ち
を

知
っ
て
大
切
に
思
い
、
西
宮
を
よ

り
良
く
し
て
い
く
た
め
に
は
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
が
必
要
で
あ

　
平
成
７
年
１
月
17
日
に
発
生
し

た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
、
西
宮

市
も
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し

た
。
震
災
後
、
ま
ち
の
復
興
と
と

も
に
、
防
災
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
き
た
地
域
の
中
か
ら
、

甲
東
、
津
門
、
西
宮
浜
地
域
の
活

動
を
紹
介
し
ま
す
。

◆「
甲
東
は
ひ
と
つ
」の
ま
ち
づ
く
り

　
甲
東
地
域
で
は
、
山
陽
新
幹
線

の
橋
脚
崩
壊
や
阪
急
今
津
線
を
ま

た
ぐ
国
道
1
7
1
号
門
戸
跨
線
橋

の
落
下
な
ど
、
大
き
な
被
害
が
あ

り
ま
し
た
。
マ
ン
シ
ョ
ン
や
家
屋

の
倒
壊
で
、
子
ど
も
を
含
む
住
民

の
犠
牲
も
あ
り
ま
し
た
。

名塩

生瀬山口

甲陽 上ケ原
甲東

北口

瓦木

甲子園口

春風

鳴尾

津門

今津

浜
脇

安井

神原

苦
楽
園

広田

平木

芦原夙川

香
櫨
園 用

海

越
木
岩

大社

西宮浜　　

る
と
考
え
ら

れ
、昭
和
54
年

8
月
、西
宮
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協

会
が
設
立
さ

れ
ま
し
た
。

　
協
会
は
情

報
発
信
の
た

め
の
ミ
ニ
コ

ミ
誌
発
行
を

市
政
ニ
ュ
ー
ス
で
呼
び
か
け
、
同

年
10
月
に
15
地
域
が
参
加
し
て
、

わ
が
ま
ち
誌
『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
西

宮
』
が
誕
生
し
ま
し
た
。
市
民
か

ら
名
称
を
募
集
し
、
第
4
号
か
ら

は
『
宮
っ
子
』
と
し
て
発
行
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
創
刊
号
で
は
、「
住
民
同
士
が

助
け
合
い
、
さ
ら
に
住
み
や
す
い

町
づ
く
り
を
目
指
し
た
い
」
と
い

う
発
起
人
た
ち
の
熱
い
思
い
が
つ

づ
ら
れ
て
い
ま
す
。
同
号
の
「
も

く
じ
」
で
は
、
各
地
域
の
編
集
員

が
地
域
の
行
事
や
出
来
事
を
読
者

目
線
で
紹
介
す
る
「
地
域
版
」
を
、

「
あ
な
た
の
地
域
の
頁
で
す
」
と

表
現
し
て
い
て
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
活
動
の
原
点
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

◆『
宮
っ
子
』
の
移
り
変
わ
り

　昭
和
55
年
5
月
、「
聞
く
本
『
声

の
わ
が
ま
ち
誌
』」
を
作
成
。
現

在
も「
声
の『
宮
っ
子
』」と
し
て
、

視
力
に
障
が
い
の
あ
る
人
や
文
字

を
読
む
こ
と
が
難
し
い
人
な
ど

に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
全
市
版
を

朗
読
し
て
録
音
し
た
音
源
を
貸
し

出
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
7
（
1
9
9
5
）
年
1
月

の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
半
年

間
休
刊
し
ま
し
た
が
、
そ
の
間
も

地
域
版
を
自
主
発
行
し
続
け
た
地

域
が
あ
り
ま
し
た
。

　
平
成
12
年
か
ら
は
表
紙
写
真
を

地
域
編
集
員
が
輪
番
制
で
担
当
。

そ
こ
に
暮
ら
す
人
の
目
線
に
よ

る
、
地
域
ら
し
さ
を
写
し
て
き
ま

し
た
。
　

　
平
成
18
年
に
は
、
規
格
が
B
5地域の編集員が表紙写真を担

当するようになった平成12年3
月号の表紙

各戸に『宮っ子』を届ける町内会
や自治会でのボランティアの様子防災フェスタを開催

落ちた門戸跨線橋が線路をふさぐ
『阪神・淡路大震災20年誌』より

甲東地域で防災学習会を開催

災害用トイレ

市・上下水道局による防災訓練

版
か
ら
A
4
版
に
な
り
、
発
行
回

数
は
年
間
10
回
か
ら
6
回
に
な
り

ま
し
た
。

　
令
和
2
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
地
域
活

動
が
停
滞
し
、
7
・
8
月
号
か
ら

一
時
休
刊
。
令
和
3
年
1
・
2
月

号
か
ら
復
刊
し
ま
し
た
。

◆
こ
れ
か
ら
の『
宮
っ
子
』は

　編
集
は
、
原
稿
用
紙
に
手
書
き

で
し
た
が
、
多
く
の
地
域
で
パ
ソ

コ
ン
編
集
と
な
り
、
編
集
会
議
を

オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
っ
て
効
率
化
を

図
っ
て
い
る
地
域
も
出
て
き
て
い

ま
す
。
ま
た
、『
宮
っ
子
』
の
閲

覧
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
見
や
す
く
変

わ
り
ま
す
。

　
編
集
員
や
配
布
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

担
当
者
の
高
齢
化
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
を
克
服
し
つ
つ
、「
粘

り
強
く
自
分
た
ち
の
普
段
の
暮
ら

し
や
文
化
、
自
然
、
歴
史
な
ど
の

情
報
を
発
信
し
、
記
録
し
続
け
、

次
の
世
代
に
つ
な
い
で
い
く
」
と

い
う
『
宮
っ
子
』
の
使
命
を
、
こ

れ
か
ら
も
果
た
し
て
い
き
ま
す
。

　
4
地
区
か
ら
成
る
甲
東
地
域

（
甲
東
、
段
上
、
段
上
西
、
樋
ノ

ロ
の
小
学
校
校
区
）
の
住
民
は
、

震
災
の
苦
境
を
乗
り
越
え
て
、
ま

ち
の
復
興
と
と
も
に
、
昔
か
ら
受

け
継
が
れ
て
き
た
「
甲
東
は
ひ
と

つ
」の
思
い
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、

さ
ま
ざ
ま
な
世
代
が
協
力
し
て
、

防
災
意
識
を
深
め
る
活
動
を
継
続

的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
防
災
訓
練
や
防
災
マ
ッ
プ
作
り

な
ど
、
子
ど
も
と
大
人
が
体
験
し

な
が
ら
学
ん
だ
り
、
防
災
グ
ッ
ズ

や
防
災
知
識
を
学
ぶ
講
座
を
開
い

た
り
、
災
害
用
ご
飯
や
震
災
お
む

す
び
を
作
っ
て
食
の
備
え
を
学
ん

だ
り
と
、
多
様
な
視
点
か
ら
防
災

を
考
え
、
取
り

組
ん
で
い
ま

す
。

　
自
助
、
共
助

の
意
識
を
大
切

に
す
る
甲
東
の

ま
ち
づ
く
り

は
、
こ
れ
か
ら

も
受
け
継
が
れ

て
い
き
ま
す
。

◆
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

　
津
門
地
域
で
は
震
災
後
、
地
区

ご
と
に
自
主
防
災
組
織
を
つ
く
り

ま
し
た
。
毎
年
防
災
訓
練
を
行

い
、
防
災
倉
庫
の
点
検
補
充
、
災

害
時
の
避
難
ル
ー
ト
確
認
、
救
急

救
命
訓
練
、
炊
き
出
し
な
ど
災
害

を
想
定
し
た
訓
練
を
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
地
域
防
災
計
画
の
作

成
、
防
災
マ
ッ
プ
の
作
製
と
配

布
、
チ
ラ

シ
で
の
啓

発
活
動
な

ど
、積
極

的
に
地
区

ご
と
で
取

り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
設
備
面
で
は
、
新
し
く
で
き
た

津
門
市
民
館
が
防
災
機
能
を
持
つ

施
設
と
な
り
、
災
害
用
マ
ン
ホ
ー

ル
水
洗
ト
イ
レ
、
災
害
炊
飯
エ
リ

ア
、
防
災
倉
庫
な
ど
が
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
各
地
区
は
市
・
防
災
危
機
管
理

課
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
な
が

ら
、
自
主
的
に
防
災
に
強
い
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

◆
震
災
後
の
新
し
い
ま
ち
づ
く
り

　
西
宮
マ
リ
ナ
パ
ー
ク
シ
テ
ィ

は
、
西
宮
浜
4
丁
目
に
あ
る
住
宅

地
で
す
。
当
初
は
平
成
7
年
10
月

に
開
港
し
た
新
西
宮
ヨ
ッ
ト
ハ
ー

バ
ー
を
核
と
し
た
、
リ
ゾ
ー
ト
地

の
計
画
が
あ
り
ま
し
た
。し
か
し
、

バ
ブ
ル
崩
壊
や
阪
神
・
淡
路
大
震

災
に
よ
る
住
宅
不
足
も
あ
り
、「
住

宅
を
中
心
に
し
た
ま
ち
づ
く
り
」

に
変
更
さ
れ
、
平
成
10
年
に
街
び

ら
き
を
し
ま
し
た
。
電
線
を
地
中

に
埋
設
さ
せ
、
街
路
樹
を
増
や
し

た
景
観
面
に
対
す
る
配
慮
が
な
さ

れ
、
街
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
ア
ー

ト
作
品
が
置
か
れ
た
街
並
み
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
海
に
面
し
た
立
地
の
た

め
災
害
に
対
す
る
意
識
が
高
く
、

近
年
で
は
「
西
宮
浜
の
防
災
・
減

災
を
考
え
る
会
」
を
定
期
的
に
開

催
。
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
で
意
識

向
上
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
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西宮市消費生活センター
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相談専用　TEL0798－64－0999
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TEL0798－69－3156　FAX0798－69－3162

65
歳
以
上
の
消
費
生
活
相
談
の
状
況

　
契
約
当
事
者
が
65
歳
以
上
の
消

費
生
活
相
談
に
つ
い
て
、
全
国
の

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
寄
せ

ら
れ
た
相
談
の
状
況
が
、
国
民
生

活
セ
ン
タ
ー
か
ら
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
５
年
度
の
相
談
内
容
を

「
商
品
・
役
務
な
ど
別
」
で
分
け

て
み
る
と
（
表
１
）、「
化
粧
品
」

や
「
健
康
食
品
」
に
関
す
る
相
談

が
、
契
約
当
事
者
が
65
歳
以
上
の

場
合
も
65
歳
未
満
の
場
合
も
共
通

し
て
上
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
65
歳
以
上
で
は
「
移
動

通
信
サ
ー
ビ
ス
」「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
接
続
回
線
」
な
ど
通
信
に
関
す

る
相
談
や
「
他
の
役
務
サ
ー
ビ
ス
」

「
修
理
サ
ー
ビ
ス
」「
そ
の
他
金
融

関
連
サ
ー
ビ
ス
」
に
関
す
る
相
談

が
、
65
歳
未
満
と
比
較
し
て
、
上

位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
次
に
、「
販
売
購
入
形
態
別
」

で
分
け
て
み
る
と
（
表
２
）、「
通

信
販
売
」
で
は
、

65
歳
～
69
歳
か
ら

の
相
談
が
年
齢
別

で
占
め
る
割
合
が

最
も
高
く
、
年
齢

が
上
が
る
に
つ
れ

て
低
く
な
っ
て
お

り
、「
訪
問
販
売
」

「
電
話
勧
誘
販
売
」

「
訪
問
購
入
」
で

は
、
年
齢
が
上
が

る
に
つ
れ
て
割
合

が
高
く
な
り
、
85

歳
以
上
に
な
る
と

「
通
信
販
売
」を
抜

い
て「
訪
問
販
売
」

の
割
合
が
最
も
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
全
国
的
に
被
害
が
急
増
し
て
い

る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
型
投
資
詐
欺
と
ロ
マ
ン

ス
詐
欺
。
兵
庫
県
内
で
も
被
害
が

多
発
し
て
い
て
、
令
和
６
年
上
半

期
だ
け
で
４
７
５
件
、
約
62
億
円

の
被
害
が
出
て
い
ま
す
。

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
型
投
資
詐
欺
と
ロ
マ
ン

ス
詐
欺
は
、
特
殊
詐
欺
と
比
べ
て

も
高
額
被
害
に
な
り
や
す
い
の
で

（
１
件
あ
た
り
の
平
均
被
害
額
は

特
殊
詐
欺
が
約
１
４
９
万
円
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
型
投
資
詐
欺
と
ロ
マ
ン
ス
詐

欺
は
約
１
３
０
０
万
円
）、
よ
り

注
意
が
必
要
で
す
。

●
Ｓ
Ｎ
Ｓ
型
投
資
詐
欺
と
は

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
著
名
人

の
名
前
な
ど
を
悪
用
し
た
う
そ
の

投
資
広
告
を
出
し
た
り
、「
必
ず

も
う
か
る
投
資
方
法
を
教
え
ま

す
」
な
ど
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ

た
り
す
る
こ
と
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
ソ
ー

シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・

サ
ー
ビ
ス
）
に
誘
導
し
、
投
資
に

関
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
や
り
と
り

を
重
ね
て
被
害
者
を
信
用
さ
せ
、

最
終
的
に
「
投
資
金
」
や
「
手
数

料
」
と
い
っ
た
名
目
で
、
ネ
ッ
ト

バ
ン
キ
ン
グ
な
ど
の
手
段
を
使
っ

て
、
金
銭
の
振
り
込
み
な
ど
を
さ

せ
る
詐
欺
の
こ
と
で
す
。

事
例
①
▼
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
、
著
名
な
金

融
会
社
の
社
長
名
の
ア
カ
ウ
ン
ト

か
ら
友
達
申
請
が
来
た
の
で
追
加

し
た
と
こ
ろ
、「
必
ず
も
う
か
る

投
資
が
あ
る
」
と
話
を
持
ち
掛
け

ら
れ
た
。
話
に
応
じ
て
い
る
と
、

途
中
か
ら
ア
シ
ス
タ
ン
ト
だ
と
い

う
人
と
や
り
と
り
す
る
よ
う
に

な
っ
た
が
、
話
を
信
用
し
て
指
定

さ
れ
た
口
座
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

バ
ン
キ
ン
グ
で
１
０
０
万
円
を
振

り
込
ん
だ
。

事
例
②
▼
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
の
投
資
広
告

を
閲
覧
中
に
、
有
名
な
投
資
家
名

の
ア
カ
ウ
ン
ト
か
ら
連
絡
が
届
き
、

投
資
の
グ
ル
ー
プ
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
招
待

さ
れ
る
と
、「
一
定
の
高
利
益
を

上
げ
て
い
る
者
だ
け
が
購
入
で
き

る
投
資
フ
ァ
ン
ド
の
商
品
が
あ

る
」
と
投
資
を
持
ち
か
け
ら
れ
た
。

●
防
犯
ポ
イ
ン
ト

①
投
資
先
が
実
在
し
て
い
る
か
、

国
の
登
録
業
者
か
を
確
認
す
る

　
金
融
商
品
取
引
業
者
な
ど
に
登

録
さ
れ
て
い
る
か
を
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

②
「
必
ず
も
う
か
る
」「
あ
な
た

だ
け
」
と
言
わ
れ
て
い
な
い
か

　「
必
ず
」「
確
実
」「
あ
な
た
だ
け
」

と
い
っ
た
投
資
の
勧
誘
は
ま
ず
疑

い
ま
し
ょ
う
。

③
「
著
名
人
」
の
な
り
す
ま
し
で

は
な
い
か
を
疑
う

　
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
か
ら
の
発
信

情
報
な
ど
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

④
「
暗
号
資
産
」「
投
資
ア
プ
リ
」

な
ど
が
実
在
す
る
か
を
確
認
す
る

　
勧
め
ら
れ
た
暗
号
資
産
や
投
資

ア
プ
リ
の
名
前
を
、
必
ず
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
投
資
先
の
口
座
に
不
審
点
が
な

い
か
を
確
認
す
る

　「
振
込
先
と
し
て
個
人
名
義
の

口
座
を
指
定
さ
れ
る
」「
振
込
先

の
口
座
が
振
り
込
み
の
た
び
に
変

わ
る
」
に
、
一
つ
で
も
当
て
は
ま

る
場
合
は
詐
欺
を
疑
い
ま
し
ょ
う

●
Ｓ
Ｎ
Ｓ
型
ロ
マ
ン
ス
詐
欺
と
は

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
マ
ッ
チ
ン
グ
ア
プ
リ

な
ど
を
通
じ
て
出
会
っ
た
人
と
、

実
際
に
会
う
こ
と
な
く
や
り
と
り

を
続
け
る
こ
と
で
恋
愛
感
情
や
親

近
感
を
抱
い
て
し
ま
い
、
そ
の
結

果
、
金
銭
な
ど
を
だ
ま
し
取
ら
れ

て
し
ま
う
詐
欺
の
こ
と
で
す
。

事
例
▼
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
見
知
ら
ぬ
異
性

の
ア
カ
ウ
ン
ト
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
届
き
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
の
や
り
と
り

で
意
気
投
合
し
た
。相
手
か
ら「
結

婚
し
よ
う
」「
二
人
の
将
来
の
た

め
の
費
用
を
作
ろ
う
」
な
ど
と
持

ち
掛
け
ら
れ
て
そ
の
気
に
な
り
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
で

振
込
限
度
額
を
変
更
し
て
、
指
定

さ
れ
た
相
手
の
口
座
に
５
０
０
万

円
を
振
り
込
ん
で
し
ま
っ
た
。

●
防
犯
ポ
イ
ン
ト

①
実
際
に
会
っ
た
こ
と
が
な
い
人

か
ら
の
お
金
の
話
で
は
な
い
か
　

　「
２
人
の
将
来
の
た
め
に
」「
投

資
で
お
金
を
増
や
そ
う
」「
会
い

た
い
か
ら
旅
費
を
送
っ
て
」「
荷

物
を
送
る
か
ら
手
数
料
を
払
っ

て
」
な
ど
と
言
わ
れ
た
ら
詐
欺
を

疑
い
ま
し
ょ
う
。

②
「
投
資
」
に
誘
導
さ
れ
て
い
な

い
か
を
見
極
め
る

　
ロ
マ
ン
ス
詐
欺
の
う
ち
の
多
く

が
、「
２
人
の
将
来
の
た
め
に
」

な
ど
と
「
投
資
」
に
勧
誘
し
て
お

金
を
だ
ま
し
取
る
手
口
で
す
。

●
特
殊
詐
欺
に
も
引
き
続
き
注
意

　
特
殊
詐
欺
に
つ
い
て
も
、
県
下

で
多
く
の
被
害
が
発
生
し
て
お
り
、

引
き
続
き
警
戒
が
必
要
で
す
。

　
警
察
や
市
役
所
な
ど
の
行
政
機

関
を
名
乗
っ
て
固
定
電
話
に
か

か
っ
て
き
た
通
話
で
、「
還
付
金

が
あ
る
」「
資
金
洗
浄
が
必
要
」

と
い
っ
た
お
金
の
話
が
出
た
場
合

は
、
電
話
を
切
っ
て
す
ぐ
に
家
族

や
警
察
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
型
の
「
投
資
詐
欺
」
と

「
ロ
マ
ン
ス
詐
欺
」
に
要
注
意
！

表１　商品・役務など別相談件数・割合（令和５年度）上位16位
65歳以上（276,988件） （参考）65歳未満（496,781件）

順位 商品・役務等 件数 順位  商品・役務等 件数

1
商品一般

（架空請求、
不審なメール等）

31,972 
1 商品一般

36,614 
11.5% 7.4%

2 化粧品 22,580 2 化粧品 32,963 
8.2% 6.6%

3 健康食品 13,832 3 賃貸アパート・
マンション

24,827 
5.0% 5.0%

4 
他の役務サービス

（サポート詐欺、
点検サービス等）

9,028
4 健康食品

15,966 
3.3% 3.2%

5 移動通信サービス
（携帯電話等）

8,500 5 エステティック
サービス

14,471 
3.1% 2.9%

6 修理サービス 6,630 6 フリーローン・借金 13,203 
2.4% 2.7%

7 インターネット接続回線
（光回線等）

6,624 7 他の役務サービス 12,688 
2.4% 2.6%

8 屋根工事 6,124 8 紳士・婦人洋服 12,594 
2.2% 2.5%

9 フリーローン・借金 4,676 9 四輪自動車 10,730
1.7% 2.2%

10 
その他
金融関連サービス

（クレジットカード、
暗号資産等）

4,494 
10 移動通信サービス

10,532

1.6% 2.1%

11 新聞 4,317 11 内職・副業その他 10,254 
1.6% 2.1%

12 電気 4,133 12 インターネット接続回線 9,321 
1.5% 1.9%

13 賃貸アパート・
マンション

3,662 13 修理サービス 8,645
1.3% 1.7%

14 紳士・婦人洋服 2,963 14 インターネットゲーム 7,504 
1.1% 1.5%

15 四輪自動車 2,947 15 医療サービス 7,407 
1.1% 1.5%

16 放送 2,800 16 その他
金融関連サービス

6,760 
1.0% 1.4%

表２　販売購入形態別相談件数および割合（令和５年度）  各年代における上段が件数、 下段が占める割合

65 歳未満 65 歳以上
全体 65歲~69歳 70歳~74歳 75歳~79歳 80歳~84歳 85歳以上

店舖購入 116,350 49,250 10,677 13,659 11,103 8,478 5,333
23.4% 17.8% 17.4% 18.6% 18.7% 17.5% 15.5%

店
舗
外
販
売

訪問販売 30,416 36,039 4,743 7,104 7,472 8,593 8,127
6.1% 13.0% 7.7% 9.7% 12.6% 17.7% 23.6%

通信販売 223,967 91,892 26,981 27,456 18,605 12,023 6,827 
45.1% 33.2% 44.1% 37.4% 31.4% 24.8% 19.8%

マルチ取引 3,430 1,182 267 311 276 209 119 
0.7% 0.4% 0.4% 0.4% 0.5% 0.4% 0.3%

電話勧誘
販売

23,362 19,875 3,574 4,826 4,577 3,927 2,971
4.7% 7.2% 5.8% 6.6% 7.7% 8.1% 8.6%

ネガティブ・
オプション

1,670 1,081 249 292 204 189 147 
0.3% 0.4% 0.4% 0.4% 0.3% 0.4% 0.4%

訪問購入 2,336 5,335 645 1,081 1,105 1,308 1,196
0.5% 1.9% 1.1% 1.5% 1.9% 2.7% 3.5%

その他
無店舖販売

3,148 1,917 358 487 443 387 242 
0.6% 0.7% 0.6% 0.7% 0.7% 0.8% 0.7%

合計 288,329 157,321 36,817 41,557 32,682 26,636 19,629
58.0% 56.8% 60.1% 56.5% 55.1% 54.9% 56.9%

総件数 496,781 276,988 61,225 73,495 59,319 48,480 34,469
100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

※ 「不明・無関係」を除いているため、「店舗購入」と「店舗外販売」の割合を合わせても100％にならない

参加
無料

消費生活講座
1月 �スマホ安全講座

日時▶1/21㈫ ①10時～ ②14時～　講師▶ＫＤＤＩ㈱
会場▶消費生活センター第１学習室
申込受付▶1/17㈮まで　定員▶各回20人（先着順）
※申込方法は電話のみ 0798-69-3157（日・祝以外8：45～17：30）

2月 �値上げラッシュ時代を乗り切るための新・節約術
日時▶2/8㈯  10時30分～ 
講師▶丸山 晴美（節約アドバイザー・FP）
申込受付▶1/6㈪～2/5㈬まで　
定員▶100人（先着順）※詳細はホームページで

〜基本操作・活用法・
気をつけるべきこと〜

オンライン
講座

● 平成29年西宮市に曹洞宗寺院を開創いたしました。仏事等のご相談などお気軽にご連絡ください。
● 菩提寺がご遠方で供養されるのが難しい方、ご実家のお寺との繋がりを大事にしながら、
  こちらでご供養の対応をさせて頂きます。

坐 禅 会

0798-71-7787 兵庫県西宮市剣谷町１－５０ 「柏堂町」バス停　下車5分
北山植物園向かい

第2・第4土曜日 17時～
参加無料　どなた様も参加可能です。

福井　大本山永平寺御開山　御直末

観霊山　西明寺
禅　曹洞宗
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西宮市消費生活センター
〒663－8035  西宮市北口町1-1  アクタ西宮西館3階

相談専用　TEL0798－64－0999
本欄についてのお問い合わせ、ご意見は
TEL0798－69－3156　FAX0798－69－3162

65
歳
以
上
の
消
費
生
活
相
談
の
状
況

　
契
約
当
事
者
が
65
歳
以
上
の
消

費
生
活
相
談
に
つ
い
て
、
全
国
の

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
寄
せ

ら
れ
た
相
談
の
状
況
が
、
国
民
生

活
セ
ン
タ
ー
か
ら
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
５
年
度
の
相
談
内
容
を

「
商
品
・
役
務
な
ど
別
」
で
分
け

て
み
る
と
（
表
１
）、「
化
粧
品
」

や
「
健
康
食
品
」
に
関
す
る
相
談

が
、
契
約
当
事
者
が
65
歳
以
上
の

場
合
も
65
歳
未
満
の
場
合
も
共
通

し
て
上
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
65
歳
以
上
で
は
「
移
動

通
信
サ
ー
ビ
ス
」「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
接
続
回
線
」
な
ど
通
信
に
関
す

る
相
談
や
「
他
の
役
務
サ
ー
ビ
ス
」

「
修
理
サ
ー
ビ
ス
」「
そ
の
他
金
融

関
連
サ
ー
ビ
ス
」
に
関
す
る
相
談

が
、
65
歳
未
満
と
比
較
し
て
、
上

位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
次
に
、「
販
売
購
入
形
態
別
」

で
分
け
て
み
る
と
（
表
２
）、「
通

信
販
売
」
で
は
、

65
歳
～
69
歳
か
ら

の
相
談
が
年
齢
別

で
占
め
る
割
合
が

最
も
高
く
、
年
齢

が
上
が
る
に
つ
れ

て
低
く
な
っ
て
お

り
、「
訪
問
販
売
」

「
電
話
勧
誘
販
売
」

「
訪
問
購
入
」
で

は
、
年
齢
が
上
が

る
に
つ
れ
て
割
合

が
高
く
な
り
、
85

歳
以
上
に
な
る
と

「
通
信
販
売
」を
抜

い
て「
訪
問
販
売
」

の
割
合
が
最
も
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
全
国
的
に
被
害
が
急
増
し
て
い

る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
型
投
資
詐
欺
と
ロ
マ
ン

ス
詐
欺
。
兵
庫
県
内
で
も
被
害
が

多
発
し
て
い
て
、
令
和
６
年
上
半

期
だ
け
で
４
７
５
件
、
約
62
億
円

の
被
害
が
出
て
い
ま
す
。

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
型
投
資
詐
欺
と
ロ
マ
ン

ス
詐
欺
は
、
特
殊
詐
欺
と
比
べ
て

も
高
額
被
害
に
な
り
や
す
い
の
で

（
１
件
あ
た
り
の
平
均
被
害
額
は

特
殊
詐
欺
が
約
１
４
９
万
円
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
型
投
資
詐
欺
と
ロ
マ
ン
ス
詐

欺
は
約
１
３
０
０
万
円
）、
よ
り

注
意
が
必
要
で
す
。

●
Ｓ
Ｎ
Ｓ
型
投
資
詐
欺
と
は

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
著
名
人

の
名
前
な
ど
を
悪
用
し
た
う
そ
の

投
資
広
告
を
出
し
た
り
、「
必
ず

も
う
か
る
投
資
方
法
を
教
え
ま

す
」
な
ど
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ

た
り
す
る
こ
と
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
ソ
ー

シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・

サ
ー
ビ
ス
）
に
誘
導
し
、
投
資
に

関
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
や
り
と
り

を
重
ね
て
被
害
者
を
信
用
さ
せ
、

最
終
的
に
「
投
資
金
」
や
「
手
数

料
」
と
い
っ
た
名
目
で
、
ネ
ッ
ト

バ
ン
キ
ン
グ
な
ど
の
手
段
を
使
っ

て
、
金
銭
の
振
り
込
み
な
ど
を
さ

せ
る
詐
欺
の
こ
と
で
す
。

事
例
①
▼
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
、
著
名
な
金

融
会
社
の
社
長
名
の
ア
カ
ウ
ン
ト

か
ら
友
達
申
請
が
来
た
の
で
追
加

し
た
と
こ
ろ
、「
必
ず
も
う
か
る

投
資
が
あ
る
」
と
話
を
持
ち
掛
け

ら
れ
た
。
話
に
応
じ
て
い
る
と
、

途
中
か
ら
ア
シ
ス
タ
ン
ト
だ
と
い

う
人
と
や
り
と
り
す
る
よ
う
に

な
っ
た
が
、
話
を
信
用
し
て
指
定

さ
れ
た
口
座
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

バ
ン
キ
ン
グ
で
１
０
０
万
円
を
振

り
込
ん
だ
。

事
例
②
▼
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
の
投
資
広
告

を
閲
覧
中
に
、
有
名
な
投
資
家
名

の
ア
カ
ウ
ン
ト
か
ら
連
絡
が
届
き
、

投
資
の
グ
ル
ー
プ
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
招
待

さ
れ
る
と
、「
一
定
の
高
利
益
を

上
げ
て
い
る
者
だ
け
が
購
入
で
き

る
投
資
フ
ァ
ン
ド
の
商
品
が
あ

る
」
と
投
資
を
持
ち
か
け
ら
れ
た
。

●
防
犯
ポ
イ
ン
ト

①
投
資
先
が
実
在
し
て
い
る
か
、

国
の
登
録
業
者
か
を
確
認
す
る

　
金
融
商
品
取
引
業
者
な
ど
に
登

録
さ
れ
て
い
る
か
を
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

②
「
必
ず
も
う
か
る
」「
あ
な
た

だ
け
」
と
言
わ
れ
て
い
な
い
か

　「
必
ず
」「
確
実
」「
あ
な
た
だ
け
」

と
い
っ
た
投
資
の
勧
誘
は
ま
ず
疑

い
ま
し
ょ
う
。

③
「
著
名
人
」
の
な
り
す
ま
し
で

は
な
い
か
を
疑
う

　
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
か
ら
の
発
信

情
報
な
ど
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

④
「
暗
号
資
産
」「
投
資
ア
プ
リ
」

な
ど
が
実
在
す
る
か
を
確
認
す
る

　
勧
め
ら
れ
た
暗
号
資
産
や
投
資

ア
プ
リ
の
名
前
を
、
必
ず
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
投
資
先
の
口
座
に
不
審
点
が
な

い
か
を
確
認
す
る

　「
振
込
先
と
し
て
個
人
名
義
の

口
座
を
指
定
さ
れ
る
」「
振
込
先

の
口
座
が
振
り
込
み
の
た
び
に
変

わ
る
」
に
、
一
つ
で
も
当
て
は
ま

る
場
合
は
詐
欺
を
疑
い
ま
し
ょ
う

●
Ｓ
Ｎ
Ｓ
型
ロ
マ
ン
ス
詐
欺
と
は

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
マ
ッ
チ
ン
グ
ア
プ
リ

な
ど
を
通
じ
て
出
会
っ
た
人
と
、

実
際
に
会
う
こ
と
な
く
や
り
と
り

を
続
け
る
こ
と
で
恋
愛
感
情
や
親

近
感
を
抱
い
て
し
ま
い
、
そ
の
結

果
、
金
銭
な
ど
を
だ
ま
し
取
ら
れ

て
し
ま
う
詐
欺
の
こ
と
で
す
。

事
例
▼
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
見
知
ら
ぬ
異
性

の
ア
カ
ウ
ン
ト
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
届
き
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
の
や
り
と
り

で
意
気
投
合
し
た
。相
手
か
ら「
結

婚
し
よ
う
」「
二
人
の
将
来
の
た

め
の
費
用
を
作
ろ
う
」
な
ど
と
持

ち
掛
け
ら
れ
て
そ
の
気
に
な
り
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
で

振
込
限
度
額
を
変
更
し
て
、
指
定

さ
れ
た
相
手
の
口
座
に
５
０
０
万

円
を
振
り
込
ん
で
し
ま
っ
た
。

●
防
犯
ポ
イ
ン
ト

①
実
際
に
会
っ
た
こ
と
が
な
い
人

か
ら
の
お
金
の
話
で
は
な
い
か
　

　「
２
人
の
将
来
の
た
め
に
」「
投

資
で
お
金
を
増
や
そ
う
」「
会
い

た
い
か
ら
旅
費
を
送
っ
て
」「
荷

物
を
送
る
か
ら
手
数
料
を
払
っ

て
」
な
ど
と
言
わ
れ
た
ら
詐
欺
を

疑
い
ま
し
ょ
う
。

②
「
投
資
」
に
誘
導
さ
れ
て
い
な

い
か
を
見
極
め
る

　
ロ
マ
ン
ス
詐
欺
の
う
ち
の
多
く

が
、「
２
人
の
将
来
の
た
め
に
」

な
ど
と
「
投
資
」
に
勧
誘
し
て
お

金
を
だ
ま
し
取
る
手
口
で
す
。

●
特
殊
詐
欺
に
も
引
き
続
き
注
意

　
特
殊
詐
欺
に
つ
い
て
も
、
県
下

で
多
く
の
被
害
が
発
生
し
て
お
り
、

引
き
続
き
警
戒
が
必
要
で
す
。

　
警
察
や
市
役
所
な
ど
の
行
政
機

関
を
名
乗
っ
て
固
定
電
話
に
か

か
っ
て
き
た
通
話
で
、「
還
付
金

が
あ
る
」「
資
金
洗
浄
が
必
要
」

と
い
っ
た
お
金
の
話
が
出
た
場
合

は
、
電
話
を
切
っ
て
す
ぐ
に
家
族

や
警
察
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
型
の
「
投
資
詐
欺
」
と

「
ロ
マ
ン
ス
詐
欺
」
に
要
注
意
！

表１　商品・役務など別相談件数・割合（令和５年度）上位16位
65歳以上（276,988件） （参考）65歳未満（496,781件）

順位 商品・役務等 件数 順位  商品・役務等 件数

1
商品一般

（架空請求、
不審なメール等）

31,972 
1 商品一般

36,614 
11.5% 7.4%

2 化粧品 22,580 2 化粧品 32,963 
8.2% 6.6%

3 健康食品 13,832 3 賃貸アパート・
マンション

24,827 
5.0% 5.0%

4 
他の役務サービス

（サポート詐欺、
点検サービス等）

9,028
4 健康食品

15,966 
3.3% 3.2%

5 移動通信サービス
（携帯電話等）

8,500 5 エステティック
サービス

14,471 
3.1% 2.9%

6 修理サービス 6,630 6 フリーローン・借金 13,203 
2.4% 2.7%

7 インターネット接続回線
（光回線等）

6,624 7 他の役務サービス 12,688 
2.4% 2.6%

8 屋根工事 6,124 8 紳士・婦人洋服 12,594 
2.2% 2.5%

9 フリーローン・借金 4,676 9 四輪自動車 10,730
1.7% 2.2%

10 
その他
金融関連サービス

（クレジットカード、
暗号資産等）

4,494 
10 移動通信サービス

10,532

1.6% 2.1%

11 新聞 4,317 11 内職・副業その他 10,254 
1.6% 2.1%

12 電気 4,133 12 インターネット接続回線 9,321 
1.5% 1.9%

13 賃貸アパート・
マンション

3,662 13 修理サービス 8,645
1.3% 1.7%

14 紳士・婦人洋服 2,963 14 インターネットゲーム 7,504 
1.1% 1.5%

15 四輪自動車 2,947 15 医療サービス 7,407 
1.1% 1.5%

16 放送 2,800 16 その他
金融関連サービス

6,760 
1.0% 1.4%

表２　販売購入形態別相談件数および割合（令和５年度）  各年代における上段が件数、 下段が占める割合

65 歳未満 65 歳以上
全体 65歲~69歳 70歳~74歳 75歳~79歳 80歳~84歳 85歳以上

店舖購入 116,350 49,250 10,677 13,659 11,103 8,478 5,333
23.4% 17.8% 17.4% 18.6% 18.7% 17.5% 15.5%

店
舗
外
販
売

訪問販売 30,416 36,039 4,743 7,104 7,472 8,593 8,127
6.1% 13.0% 7.7% 9.7% 12.6% 17.7% 23.6%

通信販売 223,967 91,892 26,981 27,456 18,605 12,023 6,827 
45.1% 33.2% 44.1% 37.4% 31.4% 24.8% 19.8%

マルチ取引 3,430 1,182 267 311 276 209 119 
0.7% 0.4% 0.4% 0.4% 0.5% 0.4% 0.3%

電話勧誘
販売

23,362 19,875 3,574 4,826 4,577 3,927 2,971
4.7% 7.2% 5.8% 6.6% 7.7% 8.1% 8.6%

ネガティブ・
オプション

1,670 1,081 249 292 204 189 147 
0.3% 0.4% 0.4% 0.4% 0.3% 0.4% 0.4%

訪問購入 2,336 5,335 645 1,081 1,105 1,308 1,196
0.5% 1.9% 1.1% 1.5% 1.9% 2.7% 3.5%

その他
無店舖販売

3,148 1,917 358 487 443 387 242 
0.6% 0.7% 0.6% 0.7% 0.7% 0.8% 0.7%

合計 288,329 157,321 36,817 41,557 32,682 26,636 19,629
58.0% 56.8% 60.1% 56.5% 55.1% 54.9% 56.9%

総件数 496,781 276,988 61,225 73,495 59,319 48,480 34,469
100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

※ 「不明・無関係」を除いているため、「店舗購入」と「店舗外販売」の割合を合わせても100％にならない

参加
無料

消費生活講座
1月 �スマホ安全講座

日時▶1/21㈫ ①10時～ ②14時～　講師▶ＫＤＤＩ㈱
会場▶消費生活センター第１学習室
申込受付▶1/17㈮まで　定員▶各回20人（先着順）
※申込方法は電話のみ 0798-69-3157（日・祝以外8：45～17：30）

2月 �値上げラッシュ時代を乗り切るための新・節約術
日時▶2/8㈯  10時30分～ 
講師▶丸山 晴美（節約アドバイザー・FP）
申込受付▶1/6㈪～2/5㈬まで　
定員▶100人（先着順）※詳細はホームページで

〜基本操作・活用法・
気をつけるべきこと〜

オンライン
講座

気に働ける会員を募集中元
公益社団法人

●網戸、障子の張り替え
●毛筆筆耕宛て名書き 
●マンション・事業所の清掃
●パソコンの個人指導 
●着物のリフォーム、手づくり小物作成

女性も男性も60歳を過ぎたらシルバー人材センターへ

西宮シルバー　検索
https://webc.sjc.ne.jp/nishisilver/

毎月、入会説明会を開催しています。
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阪
神
・
淡
路
大
震
災
後
の
復
興

と
ま
ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
る

中
、
充
実
し
た
施
設
、
公
共
交
通

機
関
が
整
備
さ
れ
る
と
と
も
に
、

地
域
住
民
に
よ
る
取
り
組
み
な
ど

が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
充
実
を
通
し

て
、
住
み
た
い
街
に
選
ば
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
ま
ち
の
魅
力
を
紹
介

し
ま
す
。

　
甲
子
園
口
地
域
で
は
、
13
自
治

会
を
基
盤
に
、
昭
和
か
ら
続
く
数

多
く
の
地
域
活
動
団
体
や
平
成
に

入
っ
て
発
足
し
た
新
団
体
な
ど
が

脈
々
と
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
ら
地
域
の
力
を
結
集
し
て

行
わ
れ
る
活
動
の
一
つ
が
「
J
R

甲
子
園
口
ほ
ん
わ
か
商
店
街
歩
行

者
天
国
」。
長
年
７
月
末
に
行
わ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
近
年
の
猛
暑

に
よ
り
９
月
末
に
開
催
し
て
い
ま

す
。
　

　
商
店
連
合
会
主
催
の
パ
レ
ー
ド

や
イ
ベ
ン
ト
、
出
店
に
加
え
、
各

地
域
団
体
が
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

や
カ
フ
ェ
、
交
通
安
全
教
室
、
子

ど
も
向
け
の
ゲ
ー
ム
や
工
作
な
ど

の
ブ
ー
ス
を
運
営
。
大
人
も
子
ど

も
も
１
日
中
楽
し
め
る
甲
子
園
口

西宮市第1号の児童センター

地
域
の
風
物
詩
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
時
代
の
流
れ
と
と
も
に
行
事
の

内
容
は
少
し
ず
つ
変
化
し
て
い
ま

す
が
、
全
て
の
世
代
が
暮
ら
し
や

す
い
街
づ
く
り
を
目
標
に
未
来
へ

と
つ
な
い
で
い
き
ま
す
。

　
広
田
地
域
で
は
、
子
ど
も
の
見

守
り
と
地
域
の
防
犯
の
た
め
に
、

わ
ん
わ
ん
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
・
ひ
ろ

た
（
以
下
、
わ
ん
パ
ト
隊
）
が
活

躍
し
て
い
ま
す
。

　
広
田
小
学
校
学
校
教
育
連
携
協

議
会
（
現
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
）が
、平
成
24（
2
0
1
2
）

年
10
月
に
子
ど
も
た
ち
の
登
下
校

時
の
見
守
り
の
手
伝
い
を
呼
び
か

け
、
わ
ん
パ
ト
隊
を
結
成
し
ま
し

た
。

　
活
動
の
規
則
は
特
に
な
く
、「
わ

ん
わ
ん
パ
ト
ロ
ー
ル
」
と
書
か
れ

た
リ
ー
ド
標
と
バ
ッ
グ
を
持
っ
た

飼
い
主
が
、
バ
ン
ダ
ナ
を
つ
け
た

愛
犬
を
連
れ
て
、
都
合
の
良
い
時

間
に
校
区
内
を
散
歩
し
ま
す
。
児

童
の
登
下
校
を
意
識
し
て
散
歩
す

る
隊
員
ら
も
多
く
、
児
童
た
ち
の

安
全
が
見
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
発
足
か
ら
13
年
目
の
現
在
、
登

録
数
は
１
３
０
頭
を
超
え
て
い
ま

す
。
散
歩
中
に
「
わ
ん
パ
ト
だ
」

と
声
が
か
か
る
こ
と
も
あ
り
、
そ

れ
が
楽
し
み
だ
と
い
う
隊
員
も
多

い
と
か
。
地
域
の
防
犯
だ
け
で
な

く
、
児
童
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
も
広
が
り
、
地
域
の
活
性

化
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
の
安
全
を

中
心
に
地
域
の
防
犯
意
識
を
高

め
、
犯
罪
が
起
き
に
く
い
ま
ち
づ

く
り
に
つ
な
が
る
よ
う
パ
ト
ロ
ー

ル
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

　
大
社
児
童
セ
ン
タ
ー
は
昭
和
56

（
１
９
８
１
）
年
、
市
内
で
第
1

号
の
児
童
セ
ン
タ
ー
と
し
て
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。
土
地
は
校
域
の

人
か
ら
の
譲
渡
に
よ
る
も
の
で
、

そ
の
厚
意
が
な
け
れ
ば
大
社
地
域

に
児
童
セ
ン
タ
ー
は
生
ま
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。

　
す
ぐ
近
く
に
は
大
社
公
民
館
が

あ
り
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
後
に

建
て
替
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
西
宮

市
で
も
児
童
セ
ン
タ
ー
と
公
民
館

が
そ
ろ
っ
て
い
る
地
域
は
珍
し

く
、
と
て
も
恵
ま
れ
た
地
域
と
い

え
ま
す
。
　
　
　

　
大
社
小
学
校
を
加
え
た
こ
の
３

拠
点
が
中
心
と
な
り
、
大
社
地
域

な
ら
で
は
の
地
域
行
事
が
精
力
的

に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
主
な
行
事

は
た
こ
あ
げ
大
会
、夏
祭
り
、プ
ー

ル
開
放
、た
そ
が
れ
コ
ン
サ
ー
ト
、

も
ち
つ
き
大
会
な
ど
で
、
多
く
の

地
域
住
民
が
参
加
し
、
つ
な
が
り

を
深
め
て
い
ま
す
。

 

　
西
宮
市
立
子
育
て
総
合
セ
ン

タ
ー
「
の
び
の
び
あ
お
ぞ
ら
館
」

（
津
田
町
）
は
、
就
学
前
の
乳
幼

児
や
そ
の
保
護
者
を
対
象
と
し
た

子
育
て
支
援
施
設
で
、
平
成
13
年

に
開
館
し
ま
し
た
。
１
階
に
あ
る

親
子
サ
ロ
ン
に
は
温
も
り
の
感
じ

ら
れ
る
木
の
お
も
ち
ゃ
や
手
作
り

の
お
も
ち
ゃ
が
あ
り
、
芝
生
の
庭

に
は
滑
り
台
や
砂
場
が
あ
り
ま

す
。
夏
に
は
外
で
水
遊
び
を
楽
し

ん
だ
り
、
親
子
で
ゆ
っ
た
り
と
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

隣
接
す
る
付
属
あ
お
ぞ
ら
幼
稚
園

の
絵
本
室
が
開
放
さ
れ
て
お
り
、

た
く
さ
ん
の
絵
本
に
触
れ
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。
近
年
、
父
親
の
利

用
も
増
え
て
お
り
、
毎
月
第
１
土

曜
日
の
「
パ
パ
D
Ａ
Ｙ
」
で
は
、

親
子
で
楽
し
め
る
簡
単
な
遊
び
や

お
も
ち
ゃ
を
紹
介
し
て
、
参
加
者

で
盛
り
上
が
り
ま
す
。

　
そ
の
他
に
も
、
子
育
て
支
援
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
や
乳
幼
児
の
子

育
て
相
談
、
子
育
て
に
関
す
る
情

報
提
供
な
ど
、
子
育
て
を
応
援
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
同
セ
ン
タ
ー
の
屋
外
施

設
「
み
や
っ
こ
キ
ッ
ズ
パ
ー
ク
」

は
、「
自
然
の
中
で
子
ど
も
た
ち

が
思
い
っ
き
り
五
感
を
活
か
し
て

自
由
に
遊
ぶ
」を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、

平
成
15
年
11
月
に
開
設
。
乳
幼
児

と
保
護
者
、
小
学
生
が
利
用
で
き

ま
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
・
み
や
っ

こ
キ
ッ
ズ
パ
ー
ク
事
業
推
進
委
員

会
が
、
子
ど
も
た
ち
が
安
全
に
、

自
由
に
遊
べ
る
環
境
づ
く
り
を
行

い
、「
工
作
教
室
」「
絵
本
の
広
場
」

「
昔
あ
そ
び
」
と
い
っ
た
イ
ベ
ン

ト
を
毎
月
開
催
。
５
月
下
旬
に
は

田
植
え
、
10
月
に
は
稲
刈
り
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　
四
季
を
感
じ
な
が
ら
生
き
物
や

植
物
な
ど
自
然
に
触
れ
合
っ
た

り
、
農
作
物
の
体
験
な
ど
多
様
な

経
験
を
通
し
て
、
親
子
や
子
ど
も

同
士
が
交
流
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
阪
急
甲
陽
線
は
昨
年
10
月
１
日

に
開
通
１
０
０
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
大
正
13
（
1
9
2
4
）
年
、
甲

子
園
球
場
開
場
か
ら
２
カ
月
後
、

夙
川
駅
か
ら
甲
陽
園
駅
ま
で
の
約

2
・
2
㎞
の
甲
陽
線
が
開
通
。
翌

年
、
越
木
岩
信
号
所
を
苦
楽
園
口

駅
に
昇
格
さ
せ
、
新
駅
が
開
設
さ

れ
ま
し
た
。
単
線
の
ワ
ン
マ
ン
路

線
で
は
約
33
ｍ
の
高
低
差
を
走
る

路
線
と
し
て
も
希
少
で
す
。

　
駅
が
３
駅
と
な
り
、
利
便
性
が

高
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
駅
周
辺
は

住
宅
地
と
し
て
の
開
発
が
進
み
ま

し
た
。

発足当時の様子。登校班の集合場所で児童と共に

親子で楽しく盛り上がっています

手作りの温かみのある看板
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来
へ

地
域
活
動
を
未
来
へ
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り
を
深
め
る
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域
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事

つ
な
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り
を
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め
る

地
域
行
事

西
宮
市
立
子
育
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総
合

セ
ン
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行
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み
よ
う
！

西
宮
市
立
子
育
て
総
合

セ
ン
タ
ー
へ
行
って
み
よ
う
！

阪
急
甲
陽
線
開
通
１
０
０
年

阪
急
甲
陽
線
開
通
１
０
０
年

愛
犬
が

子
ど
も
と
地
域
を
守
る

愛
犬
が

子
ど
も
と
地
域
を
守
る

環
境
学
習
都
市
か
ら
住
み
た
い
街
へ

２
０
０
１
〜
２
０
２
４
年

パ
レ
ー
ド
に
は
、ほ
ん
わ
か
商
店
街
の
マ
ス

コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
コ
ウ
ち
ゃ
ん
」も
登
場

し
ま
す

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
に
よ
る
カ
フ
ェ
の
様
子
。

震
災
復
興
の
役
目
を
終
え
、「
子
育
て
し
や
す
い

街
、甲
子
園
口
を
め
ざ
し
て
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

新
た
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す

広告



23 22

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
後
の
復
興

と
ま
ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
る

中
、
充
実
し
た
施
設
、
公
共
交
通

機
関
が
整
備
さ
れ
る
と
と
も
に
、

地
域
住
民
に
よ
る
取
り
組
み
な
ど

が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
充
実
を
通
し

て
、
住
み
た
い
街
に
選
ば
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
ま
ち
の
魅
力
を
紹
介

し
ま
す
。

　
甲
子
園
口
地
域
で
は
、
13
自
治

会
を
基
盤
に
、
昭
和
か
ら
続
く
数

多
く
の
地
域
活
動
団
体
や
平
成
に

入
っ
て
発
足
し
た
新
団
体
な
ど
が

脈
々
と
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
ら
地
域
の
力
を
結
集
し
て

行
わ
れ
る
活
動
の
一
つ
が
「
J
R

甲
子
園
口
ほ
ん
わ
か
商
店
街
歩
行

者
天
国
」。
長
年
７
月
末
に
行
わ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
近
年
の
猛
暑

に
よ
り
９
月
末
に
開
催
し
て
い
ま

す
。
　

　
商
店
連
合
会
主
催
の
パ
レ
ー
ド

や
イ
ベ
ン
ト
、
出
店
に
加
え
、
各

地
域
団
体
が
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

や
カ
フ
ェ
、
交
通
安
全
教
室
、
子

ど
も
向
け
の
ゲ
ー
ム
や
工
作
な
ど

の
ブ
ー
ス
を
運
営
。
大
人
も
子
ど

も
も
１
日
中
楽
し
め
る
甲
子
園
口

西宮市第1号の児童センター

地
域
の
風
物
詩
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
時
代
の
流
れ
と
と
も
に
行
事
の

内
容
は
少
し
ず
つ
変
化
し
て
い
ま

す
が
、
全
て
の
世
代
が
暮
ら
し
や

す
い
街
づ
く
り
を
目
標
に
未
来
へ

と
つ
な
い
で
い
き
ま
す
。

　
広
田
地
域
で
は
、
子
ど
も
の
見

守
り
と
地
域
の
防
犯
の
た
め
に
、

わ
ん
わ
ん
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
・
ひ
ろ

た
（
以
下
、
わ
ん
パ
ト
隊
）
が
活

躍
し
て
い
ま
す
。

　
広
田
小
学
校
学
校
教
育
連
携
協

議
会
（
現
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
）が
、平
成
24（
2
0
1
2
）

年
10
月
に
子
ど
も
た
ち
の
登
下
校

時
の
見
守
り
の
手
伝
い
を
呼
び
か

け
、
わ
ん
パ
ト
隊
を
結
成
し
ま
し

た
。
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規
則
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な
く
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わ

ん
わ
ん
パ
ト
ロ
ー
ル
」
と
書
か
れ

た
リ
ー
ド
標
と
バ
ッ
グ
を
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っ
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い
主
が
、
バ
ン
ダ
ナ
を
つ
け
た

愛
犬
を
連
れ
て
、
都
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間
に
校
区
内
を
散
歩
し
ま
す
。
児

童
の
登
下
校
を
意
識
し
て
散
歩
す

る
隊
員
ら
も
多
く
、
児
童
た
ち
の

安
全
が
見
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
発
足
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13
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目
の
現
在
、
登

録
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は
１
３
０
頭
を
超
え
て
い
ま

す
。
散
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中
に
「
わ
ん
パ
ト
だ
」

と
声
が
か
か
る
こ
と
も
あ
り
、
そ

れ
が
楽
し
み
だ
と
い
う
隊
員
も
多

い
と
か
。
地
域
の
防
犯
だ
け
で
な

く
、
児
童
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
も
広
が
り
、
地
域
の
活
性

化
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
の
安
全
を

中
心
に
地
域
の
防
犯
意
識
を
高

め
、
犯
罪
が
起
き
に
く
い
ま
ち
づ

く
り
に
つ
な
が
る
よ
う
パ
ト
ロ
ー

ル
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

　
大
社
児
童
セ
ン
タ
ー
は
昭
和
56

（
１
９
８
１
）
年
、
市
内
で
第
1

号
の
児
童
セ
ン
タ
ー
と
し
て
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。
土
地
は
校
域
の

人
か
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の
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渡
に
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も
の
で
、

そ
の
厚
意
が
な
け
れ
ば
大
社
地
域

に
児
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セ
ン
タ
ー
は
生
ま
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。

　
す
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大
社
公
民
館
が

あ
り
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
後
に
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替
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ら
れ
て
い
ま
す
。
西
宮

市
で
も
児
童
セ
ン
タ
ー
と
公
民
館

が
そ
ろ
っ
て
い
る
地
域
は
珍
し

く
、
と
て
も
恵
ま
れ
た
地
域
と
い

え
ま
す
。
　
　
　

　
大
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学
校
を
加
え
た
こ
の
３
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な
り
、
大
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地
域
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地
域
行
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的
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す
。
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ー
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が
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の

地
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し
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つ
な
が
り

を
深
め
て
い
ま
す
。
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し
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を
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っ
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開
通
1
0
0
周
年
を
記
念
し

て
、
昨
年
10
月
1
日
〜
31
日
の
1

カ
月
間
、
記
念
列
車
が
運
行
さ
れ

ま
し
た
。
甲
陽
線
6
0
0
系
に
記

念
ヘ
ッ
ド
マ
ー
ク
と
社
内
ド
ア
横

に
記
念
ポ
ス
タ
ー
が
掲
示
さ
れ
、

地
域
住
民
に
と
っ
て
も
良
い
思
い

出
に
な
り
ま
し
た
。

　
西
宮
市
の
南
部
地
域
と
北
部
地

域
の
山
口
町
、
有
馬
温
泉
を
結
ぶ

「
さ
く
ら
や
ま
な
み
バ
ス
」
が
、

平
成
21
（
２
０
０
９
）
年
４
月
１

日
に
運
行
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　
南
部
地
域
は
阪
急
西
宮
北
口
駅

を
終
起
点
と
し
て
船
坂
橋
へ
。
そ

こ
か
ら
名
来
ま
で
は
、
金
仙
寺
湖

を
経
て
山
口
地
域
を
回
る
第
１

ル
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　昨年100周年を迎えた阪神甲子園球場で行われる西
宮市立小学校連合体育大会（小連体）と西宮市中学校連
合体育大会（中連体）。これは西宮で60年以上続いている
児童・生徒の一大イベントです。
　中連体の競技が終わり、閉会式後に行われる校歌交換
で披露する人文字。以前は全ての中学校が行っていたそ
うですが、現在は浜脇中学校と浜甲子園中学校のみにな
りました。
　浜脇中学校では、阪神・淡路大震災で被災した後も、阪
神甲子園球場改装工事のため中連体が中断された3年
間も、そしてコロナ禍でも、先輩たちがつないできた人文
字の伝統を途絶えさせないよう生徒が一丸となって立派
な人文字を作り、つないできました。
　平成7年の阪神・淡路大震災で同校の生徒6人の尊い
命が失われました。その年の人文字は「輝け生命　不死
鳥の如く」という、気持ちをつなぐ言葉でした。この伝統の
人文字は生徒たちの誇りとなり、この先もずっと受け継が
れていくでしょう。

・『
甲
陽
園
今
昔
写
真
集
』
生
田
富
人

参
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文
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・
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真

昭和35年当時の甲陽園駅での車両

県道82号（甑岩町辺り）を南へ向かう
さくらやまなみバス

北部地域では、車窓から四季
折々の風景が楽しめます。有
馬川緑道の桜並木

甲陽線100周年の記念ヘッドマーク付きの車両

甲子園球場で体育大会
 ～つなぐ伝統～浜脇中学校「人文字」
甲子園球場で体育大会
 ～つなぐ伝統～浜脇中学校「人文字」

宮っ子の特権！

令和3年の人文字。「受け継ぐ想い　つながる想い ひびけ浜脇
の心」浜脇中学校校庭にて

さくらやまなみバス北部地域（山口・有馬）運行ルート
※さくらやまなみバスの詳細は、市・ホームページ
（ページ番号64978291）をご覧ください

不用品

買 取 処 分

株式会社
ご不明な点はお気軽にお問い合わせください！

0120-39 -5341
サンキュー ゴ　ミ　ヨ　イ 〒662-0934 西宮市西宮浜1丁目15番

Email  info@sukkirin.jp

http://www.sukkirin.jp/

1.スピード対応
※当日からの回収も対応しております。
（但し、お時間によりご要望にお応えでき
ない場合がありますのでご了承ください）

2. 専門スタッフによる査定
※買取対象に限る。
3. 買取できない場合には処分対応
※別途有料でのご案内。

4.お家の中からの運び出し
5. 引越時の費用を圧縮
6. 1点からでも伺います
7.もしものための賠償保険加入
8. 土・日・祝日も対応

携帯・PHS OK

スッキリンのメリット

見 積 無 料 ！！
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押入 押入物入

バ
ル
コ
ニ
ー

洋　室
10帖

ダイニング
8帖

浴
室

玄関

トイレ

地域とともに20周年地域とともに20周年

ご夫婦二人一室のご利用で
月々195,000円から

住宅型有料老人ホーム住宅型有料老人ホーム

ご夫婦プラン 月払い方式
2人部屋 ４１㎡
1人で広々プラン 月払い方式
1人部屋 ４１㎡
ご夫婦プラン 入居金方式
2人部屋 ４１㎡
1人で広々プラン 入居金方式
1人部屋 ４１㎡

■１室料金表

詳しくはお問い合わせ下さい。

※入居金は初期償却600,000円となります。入居金方式では2,400,000円を60ヶ月で償却します。

600,000円

600,000円

3,000,000円

3,000,000円

235,000円

235,000円

195,000円

195,000円

27,500円

16,500円

27,500円

16,500円

入居時費用 月額利用料 事務共益費

金額はすべて税込価格となります。

●食費（希望者のみ）1日/1,980円

コープ
甲東園
コープ
甲東園

関
西
み
ら
い
銀
行

関
西
み
ら
い
銀
行
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　明治時代から戦後まで、阪神間の
海は海水浴を楽しむ人で埋め尽くさ
れていました。中でも香櫨園浜と甲
子園浜は施設が整い、景観地として
も人気がありました。
　しかし、昭和 30 年代後半の海水
汚染により同 40 年に閉鎖。そこに、
30 年代から埋め立てが始まっていた
西宮浜に石油コンビナートを誘致す
る計画が持ち上がりました。

　「宮水を守ろう」と、地元酒造家や市民の反対など
もあって誘致計画は白紙撤回。民意によって勝利を勝
ち取った公害闘争でした。
　さらに、昭和 40 年代の高度成長期、甲子園浜の埋
立計画が発表されましたが、地元小学校 PTA などが
「子どもたちに砂浜を残そう」と立ち上がり、和解が
成立。埋立規模は縮小され、全長約２ km の砂浜と磯
が残りました。

　昭和 26（1951）年に西宮市と合併した
鳴尾村。鳴尾村時代の昭和 22 年、わずか
8カ月前に出された国の「公民館設置要綱」
を基に、鳴尾小学校校舎の一部を利用して
鳴尾公民館が設置されました。昭和 25 年、
阪神間で最初の独立館として落成し、開館
しました（写真右）。
　その後の西宮市における活発な公民館活
動の礎となりました。

　西宮市に在住していた故・松下幸之助氏（現・パ
ナソニックの創業者）が、片鉾池の上にコンサー
トホールを造り、昭和38年に西宮市へ寄贈。翌
年、夙川公民館として開館されました（写真左）。

　平成 17（2005）年、阪神・淡路大震災からの「心の復興・文化
の復興」のシンボルとして開館しました。また、地元商店街など
と連携して、さまざまなイベントを企画・実施。恒例となった木々
を彩るイルミネーションは、多くの市民に愛されています。

未来につなぐ海岸～香櫨園浜～御前浜～西宮浜～甲子園浜未来につなぐ海岸～香櫨園浜～御前浜～西宮浜～甲子園浜公民館の始まりは鳴尾村から公民館の始まりは鳴尾村から

　公民館講座は、市内 24 公民館ごとに、地域
から選ばれた推進員で構成する公民館地域学習
推進員会が企画運営する講座です。主として、
地域住民の自主的な相互学習によって、地域の
課題を掘り起こし、解決を図る講座を開催して
います。

市民が企画運営する公民館講座市民が企画運営する公民館講座

兵庫県立芸術文化センター兵庫県立芸術文化センター
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西宮浜西宮浜甲子園浜甲子園浜

海水浴客でにぎわう香櫨園浜（昭和30年ごろ）
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市外局番を明記していないものは（0798）。詳細は各問い合わせ先に問い合わせてください。

■場＝会場 ■申＝申し込み ■問＝問い合わせ
※�3・4月号に掲載希望の情報は、1月20日（月）までに郵送またはファックスで巻末の西宮コミュニティ協会へ。なお、掲載基準や誌面スペースの都合などにより、掲載できない
場合があります。掲載の可否ならびにその理由等については一切お答えできません。ご了承ください。また、5・6月号の申し込み締め切り日は3月20日（木・祝）です。
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●京都市京セラ美術館「蜷川実花展 
with EiM： 彼 岸 の 光、此 岸 の 影」　

1月11日（土）
～ 3 月 30 日

（日）、10 時 ～
18時※入場は
閉館の30分前
まで。月曜日休
館 ※ 祝・ 休 日
の場合は開館。
一 般 2300 円、
専・大生1600
円、 高 校 生

1100円、小中生800円。障がいのあ
る人とその介助者1人は無料（要証明）。
■場＆■問同館（☎075-771-1334）
●あべのハルカス美術館「生誕140
年 YUMEJI展 大正浪漫と新しい世界」　

1 月 18 日
（土）～ 3 月
16 日（日）、
10 時 ～ 20
時（火 ～ 金
曜 日）10 時
～18時（月・
土・日曜日、
祝日）※入館

は閉館の30分前まで。会期中無休。一
般1700円、高大生1300円、小中生
500円。障がいのある人とその介助者
1人は当日料金の半額（要証明）。■場＆
■問同館（☎06-4399-9055）
●大阪市立美術館「リニューアルオー
プン記念特別展　What's New! 大阪
市 立 美 術 館 名 品 珍 品 大 公 開 !!」　

3月1日（土）～ 3月30日（日）、9時

草原に抱かれて：2月1日（土）14時
～Ⓓ劇場版 荒野に希望の灯をともす：
2月2日（日）13時～■場 勤労会館。一
般1000円（当日300円増）、U29（29
歳以下限定）500円。全席自由。■問西
宮市文化振興財団（☎33-3111）
●第 6 回 Wool  fe l t  o f  Ar t  in 
Nishinomiya 「楽しい!可愛い!素敵
!」　2月1日（土）～ 9日（日）10時～
17時※最終日は14時まで。2月3日

（月）休館。無料。■場＆■問市民ギャラリ
ー（☎33-1666）
●第22回西宮美術協会クロスロード
展　2月4日（火）～ 9日（日）10時～
18時※最終日は14時まで■場北口ギ
ャラリー。無料。■問 同会（☎ 0795-
42-8408）
●ロータリークラブ主催「心の傷を癒
すということ（劇場版）」上映会＆パネ
ルトーク　2月8日（土）上映会：14
時10分～、パネルトーク：16時30
分～■場ホテルヒューイット甲子園。定
員100人（要事前申し込み）。無料。■申
上映会申込shukurc@globe.ocn.ne.jp
西宮夙川ロータリークラブへ。■問同事
務局（☎48-4900）
●アミティ ランチタイムコンサート　
2月14日（金）12時20分～■場アミテ
ィ・ベイコムホール。500円。全席自
由。未就学児は入場不可。■問西宮市民
会館（☎33-3111）
●まちかどコンサート「音楽で綴る宮
沢賢治の世界」　2月23日（祝）14時
～■場山口ホール。無料。定員150人。
要事前申し込み。詳細は市・ホームペ
ージ（HP番号27916227）参照■申 ＆
■問 2月12日までに西宮市文化振興財
団（☎33-3146）
●県立西宮高等学校OB吹奏楽団第3
回定期演奏会　3月1日（土）13時30
分～■場アミティ・ベイコムホール。無料。
■問同団（☎090-8239-5785　中西）
●第16回西宮さくら邦楽コンサート　
3月1日（土）13時～■場芸術文化セン

30 分 ～ 17 時 ※
入場は閉館の30
分前まで。月曜日
休館。一般1800
円、高大生1200
円、中学生以下、
障がいのある人と
その介護者1人は
無料（要証明）■場
＆■問大阪市総合コ
ールセンター（☎

06-4301-7285）
●糸でつながる人形劇の絆～阪神淡路
大震災から30年を迎えて　1月12日

（日）①13時～②16時～。一般（中学
生以上）500円、小学生以下無料。■場
＆■問甲東ホール（☎51-5144）
●第12回桑絲会展　1月14日（火）
～ 19日（日）10時～ 17時■場 北口ギ
ャラリー。無料。■問同会（☎52-0014　
井下）
●神戸女学院大学CDPアート・マネ
ジメントコース「どっぷり浸かろう!!
音楽のファンタジア」　1月18日（土）
①13時30分～②15時～。一般（高
校生以上）500円、中学生以下100円
※未就学児は保護者同伴。■場＆■問甲東
ホール（☎51-5144）
●アンサンブル・ピリカ15th.コンサ
ート　1月19日（日）14時～■場 芸術
文化センター。1000円。■問 同団（☎
74-4286　小浜田）
●2025ニューイヤー・コンサート　
1月24日（金）15時～■場 芸術文化セ
ンター。一般2000円（当日500円増）。
全席自由。未就学児は入場不可。■問西
宮市文化振興財団（☎33-3111）
●第30回にしのみやアジア映画祭　
Ⓐ燃えあがる女性記者たち：1月31
日（金）18 時 30 分 ～ Ⓑ ボ ス ト ン
1947：2月1日（土）10時30分～Ⓒ

ター。無料。■問西宮三曲協会（☎090-
1899-3665　吉村）
●第34回なるお寄席「南光・塩鯛・
米團治三人会」　3月1日（土）14時～
■場なるお文化ホール。一般2500円。
未就学児は入場不可。■問西宮市文化振
興財団（☎33-3111）
●日本風景写真協会兵庫第二支部第
23 回 作 品 展　3 月 4 日（火）～ 9 日

（日）10時～ 18時※最終日は15時ま
で■場北口ギャラリー。無料。■問同会（☎
072-792-3600）
●チェロアンサンブル西宮第1回演奏
会　3月8日（土）14時～■場甲東ホー
ル。無料。■問同団（☎73-5521　水谷）

●救急講習会　普通救命講習（心肺
蘇生法・AEDの取り扱い方・応急手
当の方法などについて3時間）①1月
29日（水）受付：12月27日～ 1月
24日②2月5日（水）受付：1月6日
～ 1月31日③3月5日（水）受付：2

月5日～ 2月28日④3月16日（日）
受付：2月17日～ 3月11日、いず
れも9時30分～。上級救命講習（心
肺蘇生法・AEDの取り扱い方・応急
手当の方法などについて8時間）⑤2
月26日（水）9時30分～ 18時30分、
受付：1月24日～ 2月21日■場いず
れも市・消防局。定員30人。■申＆■問
受付期間内に市・消防局救急課（☎
32-7319）へ
●兵庫県立西宮病院県民公開講座「自
分でとりくむ慢性腎臓病治療」　1月
25日（土）14時～■場西宮市フレンテ
ホール。無料。■問同院地域医療連携セ
ンター（☎34-5151）
●すこやか介護教室「高齢者の嚥下
と食事について～食べやすい・飲み
込みやすい食事ってどんなもの？～」　
2月17日（月）14時～。無料。■場＆■問
すこやかケア西宮（☎68-2700）

● EWC 環 境 パ ネ ル 展　2 月19 日

（水）～ 23日（日）10時～ 17時※最
終日は15時まで■場市民ギャラリー。
無料。西宮市在住、在学、在勤の小学
生から大人による生きものやごみ、国
際、平和、福祉、防災などをテーマと
した作品（模造紙、画用紙、立体工作
など）の展示。23日は優秀作品を表
彰します。

●基礎から学ぶ山歩きセミナー　①
屋内座学：3月2日（日）9時～ 16時
■場西宮市民館②実習：3月16日（日）
8時20分～ 16時■場六甲・東お多福
山周辺※雨天決行、荒天の場合は3
月30日（日）に延期。1500円（テキ
スト付）。定員70人（先着順）。筆記
用具（黒・赤のボールペン、あればプ
レートコンパス）持参。■申 2月13日
ま で に 西 宮 明 昭 山 の 会

（*suginokikafun2@gmail.com） へ
■問同会（☎06-6878-5960※20時
～ 21時／ FAX可）へ

《秋のいこい》1920（大正 9）年 紙本着
色　夢二郷土資料館蔵

©mika ninagawa, Courtesy of 
Tomio Koyama Gallery

《青銅鍍金銀　羽人》中国・
後漢時代・１～２世紀　大
阪市立美術館蔵（山口コレ
クション）

　『宮っ子』をよく読んで、お年
玉クイズの答えを見つけてくだ
さい。はがきに答え、希望賞品、
住所、氏名、年齢、新年号の感想
を書き、1月 20日（月）＜必着＞
までに、巻末の西宮コミュニ
ティ協会（〒662-8567　六湛
寺町 10-3 地域コミュニティ推
進課内）へ。感想は誌上で紹介す
る場合があります。匿名希望の
人はその旨をお書きください。
当選者の発表は商品の発送を
もって代えさせていただきます
（個人情報は、他の目的には一切
使用しません）。

問題１　昭和59年まで西宮北口にあった、阪急神戸線と今津線が交差していた場所は、通称で
何と呼ばれていたでしょう？

 　Ａ．エメラルドクロス　　Ｂ．ダイヤモンドクロス　　Ｃ．ゴールドクロス
問題２　西宮市が、一番最初に海外姉妹・友好都市を提携した街はどこでしょう？
 　Ａ．ブラジル・ロンドリーナ市　　Ｂ．中国・紹興市　　Ｃ．アメリカ・スポーケン市
問題３　阪急甲陽線は、昨年で開通何周年でしょう？
 　Ａ．10周年　　Ｂ．50周年　　Ｃ．100周年

お年玉クイズ

①京都市京セラ美術館「蜷川実花展 with EiM：彼岸の光、此岸の影」 招待券2組4人
②あべのハルカス美術館「生誕140年 YUMEJI展 大正浪漫と新しい世界」 招待券2組4人
③大阪市立美術館「リニューアルオープン記念特別展　What's New! 大阪市立美術館 名品珍 
　品大公開!!」 招待券2組4人
④みやたんグッズ（2500円相当） 5人 
⑤QUOカード（3000円分） 5人 
⑥QUOカード（1000円分） 10人

賞　品

※P28、29の情報は令和6年11月末時点のものです。諸事情により、予告なく中止、変更される場合もあります。ご了承ください。
　詳しくは、各団体などにお問い合わせください



市外局番を明記していないものは（0798）。詳細は各問い合わせ先に問い合わせてください。

■場＝会場 ■申＝申し込み ■問＝問い合わせ
※�3・4月号に掲載希望の情報は、1月20日（月）までに郵送またはファックスで巻末の西宮コミュニティ協会へ。なお、掲載基準や誌面スペースの都合などにより、掲載できない
場合があります。掲載の可否ならびにその理由等については一切お答えできません。ご了承ください。また、5・6月号の申し込み締め切り日は3月20日（木・祝）です。

29 28

●京都市京セラ美術館「蜷川実花展 
with EiM： 彼 岸 の 光、此 岸 の 影」　

1月11日（土）
～ 3 月 30 日

（日）、10 時 ～
18時※入場は
閉館の30分前
まで。月曜日休
館 ※ 祝・ 休 日
の場合は開館。
一 般 2300 円、
専・大生1600
円、 高 校 生

1100円、小中生800円。障がいのあ
る人とその介助者1人は無料（要証明）。
■場＆■問同館（☎075-771-1334）
●あべのハルカス美術館「生誕140
年 YUMEJI展 大正浪漫と新しい世界」　

1 月 18 日
（土）～ 3 月
16 日（日）、
10 時 ～ 20
時（火 ～ 金
曜 日）10 時
～18時（月・
土・日曜日、
祝日）※入館

は閉館の30分前まで。会期中無休。一
般1700円、高大生1300円、小中生
500円。障がいのある人とその介助者
1人は当日料金の半額（要証明）。■場＆
■問同館（☎06-4399-9055）
●大阪市立美術館「リニューアルオー
プン記念特別展　What's New! 大阪
市 立 美 術 館 名 品 珍 品 大 公 開 !!」　

3月1日（土）～ 3月30日（日）、9時

草原に抱かれて：2月1日（土）14時
～Ⓓ劇場版 荒野に希望の灯をともす：
2月2日（日）13時～■場 勤労会館。一
般1000円（当日300円増）、U29（29
歳以下限定）500円。全席自由。■問西
宮市文化振興財団（☎33-3111）
●第 6 回 Wool  fe l t  o f  Ar t  in 
Nishinomiya 「楽しい!可愛い!素敵
!」　2月1日（土）～ 9日（日）10時～
17時※最終日は14時まで。2月3日

（月）休館。無料。■場＆■問市民ギャラリ
ー（☎33-1666）
●第22回西宮美術協会クロスロード
展　2月4日（火）～ 9日（日）10時～
18時※最終日は14時まで■場北口ギ
ャラリー。無料。■問 同会（☎ 0795-
42-8408）
●ロータリークラブ主催「心の傷を癒
すということ（劇場版）」上映会＆パネ
ルトーク　2月8日（土）上映会：14
時10分～、パネルトーク：16時30
分～■場ホテルヒューイット甲子園。定
員100人（要事前申し込み）。無料。■申
上映会申込shukurc@globe.ocn.ne.jp
西宮夙川ロータリークラブへ。■問同事
務局（☎48-4900）
●アミティ ランチタイムコンサート　
2月14日（金）12時20分～■場アミテ
ィ・ベイコムホール。500円。全席自
由。未就学児は入場不可。■問西宮市民
会館（☎33-3111）
●まちかどコンサート「音楽で綴る宮
沢賢治の世界」　2月23日（祝）14時
～■場山口ホール。無料。定員150人。
要事前申し込み。詳細は市・ホームペ
ージ（HP番号27916227）参照■申 ＆
■問 2月12日までに西宮市文化振興財
団（☎33-3146）
●県立西宮高等学校OB吹奏楽団第3
回定期演奏会　3月1日（土）13時30
分～■場アミティ・ベイコムホール。無料。
■問同団（☎090-8239-5785　中西）
●第16回西宮さくら邦楽コンサート　
3月1日（土）13時～■場芸術文化セン

30 分 ～ 17 時 ※
入場は閉館の30
分前まで。月曜日
休館。一般1800
円、高大生1200
円、中学生以下、
障がいのある人と
その介護者1人は
無料（要証明）■場
＆■問大阪市総合コ
ールセンター（☎

06-4301-7285）
●糸でつながる人形劇の絆～阪神淡路
大震災から30年を迎えて　1月12日

（日）①13時～②16時～。一般（中学
生以上）500円、小学生以下無料。■場
＆■問甲東ホール（☎51-5144）
●第12回桑絲会展　1月14日（火）
～ 19日（日）10時～ 17時■場 北口ギ
ャラリー。無料。■問同会（☎52-0014　
井下）
●神戸女学院大学CDPアート・マネ
ジメントコース「どっぷり浸かろう!!
音楽のファンタジア」　1月18日（土）
①13時30分～②15時～。一般（高
校生以上）500円、中学生以下100円
※未就学児は保護者同伴。■場＆■問甲東
ホール（☎51-5144）
●アンサンブル・ピリカ15th.コンサ
ート　1月19日（日）14時～■場 芸術
文化センター。1000円。■問 同団（☎
74-4286　小浜田）
●2025ニューイヤー・コンサート　
1月24日（金）15時～■場 芸術文化セ
ンター。一般2000円（当日500円増）。
全席自由。未就学児は入場不可。■問西
宮市文化振興財団（☎33-3111）
●第30回にしのみやアジア映画祭　
Ⓐ燃えあがる女性記者たち：1月31
日（金）18 時 30 分 ～ Ⓑ ボ ス ト ン
1947：2月1日（土）10時30分～Ⓒ

ター。無料。■問西宮三曲協会（☎090-
1899-3665　吉村）
●第34回なるお寄席「南光・塩鯛・
米團治三人会」　3月1日（土）14時～
■場なるお文化ホール。一般2500円。
未就学児は入場不可。■問西宮市文化振
興財団（☎33-3111）
●日本風景写真協会兵庫第二支部第
23 回 作 品 展　3 月 4 日（火）～ 9 日

（日）10時～ 18時※最終日は15時ま
で■場北口ギャラリー。無料。■問同会（☎
072-792-3600）
●チェロアンサンブル西宮第1回演奏
会　3月8日（土）14時～■場甲東ホー
ル。無料。■問同団（☎73-5521　水谷）

●救急講習会　普通救命講習（心肺
蘇生法・AEDの取り扱い方・応急手
当の方法などについて3時間）①1月
29日（水）受付：12月27日～ 1月
24日②2月5日（水）受付：1月6日
～ 1月31日③3月5日（水）受付：2

月5日～ 2月28日④3月16日（日）
受付：2月17日～ 3月11日、いず
れも9時30分～。上級救命講習（心
肺蘇生法・AEDの取り扱い方・応急
手当の方法などについて8時間）⑤2
月26日（水）9時30分～ 18時30分、
受付：1月24日～ 2月21日■場いず
れも市・消防局。定員30人。■申＆■問
受付期間内に市・消防局救急課（☎
32-7319）へ
●兵庫県立西宮病院県民公開講座「自
分でとりくむ慢性腎臓病治療」　1月
25日（土）14時～■場西宮市フレンテ
ホール。無料。■問同院地域医療連携セ
ンター（☎34-5151）
●すこやか介護教室「高齢者の嚥下
と食事について～食べやすい・飲み
込みやすい食事ってどんなもの？～」　
2月17日（月）14時～。無料。■場＆■問
すこやかケア西宮（☎68-2700）

● EWC 環 境 パ ネ ル 展　2 月19 日

（水）～ 23日（日）10時～ 17時※最
終日は15時まで■場市民ギャラリー。
無料。西宮市在住、在学、在勤の小学
生から大人による生きものやごみ、国
際、平和、福祉、防災などをテーマと
した作品（模造紙、画用紙、立体工作
など）の展示。23日は優秀作品を表
彰します。

●基礎から学ぶ山歩きセミナー　①
屋内座学：3月2日（日）9時～ 16時
■場西宮市民館②実習：3月16日（日）
8時20分～ 16時■場六甲・東お多福
山周辺※雨天決行、荒天の場合は3
月30日（日）に延期。1500円（テキ
スト付）。定員70人（先着順）。筆記
用具（黒・赤のボールペン、あればプ
レートコンパス）持参。■申 2月13日
ま で に 西 宮 明 昭 山 の 会

（*suginokikafun2@gmail.com） へ
■問同会（☎06-6878-5960※20時
～ 21時／ FAX可）へ

《秋のいこい》1920（大正 9）年 紙本着
色　夢二郷土資料館蔵

©mika ninagawa, Courtesy of 
Tomio Koyama Gallery

《青銅鍍金銀　羽人》中国・
後漢時代・１～２世紀　大
阪市立美術館蔵（山口コレ
クション）

　『宮っ子』をよく読んで、お年
玉クイズの答えを見つけてくだ
さい。はがきに答え、希望賞品、
住所、氏名、年齢、新年号の感想
を書き、1月 20日（月）＜必着＞
までに、巻末の西宮コミュニ
ティ協会（〒662-8567　六湛
寺町 10-3 地域コミュニティ推
進課内）へ。感想は誌上で紹介す
る場合があります。匿名希望の
人はその旨をお書きください。
当選者の発表は商品の発送を
もって代えさせていただきます
（個人情報は、他の目的には一切
使用しません）。

問題１　昭和59年まで西宮北口にあった、阪急神戸線と今津線が交差していた場所は、通称で
何と呼ばれていたでしょう？

 　Ａ．エメラルドクロス　　Ｂ．ダイヤモンドクロス　　Ｃ．ゴールドクロス
問題２　西宮市が、一番最初に海外姉妹・友好都市を提携した街はどこでしょう？
 　Ａ．ブラジル・ロンドリーナ市　　Ｂ．中国・紹興市　　Ｃ．アメリカ・スポーケン市
問題３　阪急甲陽線は、昨年で開通何周年でしょう？
 　Ａ．10周年　　Ｂ．50周年　　Ｃ．100周年

お年玉クイズ

①京都市京セラ美術館「蜷川実花展 with EiM：彼岸の光、此岸の影」 招待券2組4人
②あべのハルカス美術館「生誕140年 YUMEJI展 大正浪漫と新しい世界」 招待券2組4人
③大阪市立美術館「リニューアルオープン記念特別展　What's New! 大阪市立美術館 名品珍 
　品大公開!!」 招待券2組4人
④みやたんグッズ（2500円相当） 5人 
⑤QUOカード（3000円分） 5人 
⑥QUOカード（1000円分） 10人

賞　品

※P28、29の情報は令和6年11月末時点のものです。諸事情により、予告なく中止、変更される場合もあります。ご了承ください。
　詳しくは、各団体などにお問い合わせください

ライフボックス西宮北口

お得なサービス料金！！
保証金3カ月

安心のセキュリティーシステム！

24時間出し入れ自由！ 楽々の全室1階！
最新ICカードキーおよび監視カメラにて、24時間見守っております。

全室照明付ですので24時間いつでもラクに荷物の出し入れができます。

西宮市松山町11番13号
詳細情報は〈ｉタウンぺージ〉にアクセスして下さい。

☎0798-69-3500

トランクルームトランクルームトランクルーム家庭の押入から、事業用倉庫まで…

1.5畳タイプから10畳タイプまで
各種タイプがあります。〈冷房完備〉

￥  9,5001.5畳 1ヶ月

￥15,0003 畳 1ヶ月

くわしくは ライフボックス西宮北口 検索検索

各タイプ・お問い合わせ下さい



30

　昭和 20 年代、子どもたちの体力・気力の衰え
と、体育指導内容が確立していなかった現状を
憂慮する市立小学校・中学校連合会の努力で、
昭和 26（1951）年に中連体が、昭和 32 年に小
連体が開催されました。第 1 回中連体は西宮球
場で行われましたが、その後は中止の時期を除
き、現在も阪神甲子園球場で開催されています。

　西宮市内を中心とした少年野球チーム
が、球児憧れの地を踏みます。

　令和２年から、会場を阪神甲子
園球場に移して開催されています。
写真は令和２年に撮影。当時は、
ジェット風船飛ばしもありました。

　平成 27（2015）年 10 月、生瀬地域で市内初めて本格運行を開
始しました。自治会や住民の代表者らが移動の不便を解消し、住
み良いまちになるようにと試験運行を繰り返し、協議を重ねて実
現。生瀬地区コミュニティバス（ぐるっと生瀬）は、人やまちを
つなぎ安心して移動できる手段として利用が進んでいます。昨年
4 月には、名塩地区コミュニティバス（名塩・生野高原ふれあい
バス）が本格運行を開始し、高齢者の外出や通学など暮らしに密
着した移動手段となっています。
　また現在、甲陽園地域、山口地域、苦楽園地域でも、コミュニティ
交通導入に向けての検討が行われています。住民の手によるこれ
らの取り組みは、より暮らしやすいまちへとつながるでしょう。

　小学生のいる家族が、米や畑での野菜作りを通じて農業の
楽しさや食の大切さを体験して学びます。自然環境や生態系
について考えられる貴重な機会になっています。

西宮市市長杯開会式西宮市市長杯開会式

住民の力で走るコミュニティバス住民の力で走るコミュニティバス

こども農業塾（甲山）こども農業塾（甲山）
二十歳のつどい二十歳のつどい

市
民
と
共
に
歩
ん
だ
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神
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子
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球
場

市
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と
共
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だ
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神
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球
場

コミュニティー、
　　　未来へつなげて
コミュニティー、
　　　未来へつなげて

西宮市中学校連合体育大会（中連体）
西宮市立小学校連合体育大会（小連体）
西宮市中学校連合体育大会（中連体）
西宮市立小学校連合体育大会（小連体）

　プラカードを持つ市立西宮高校生徒
の練習風景。

全国高等学校野球選手権大会全国高等学校野球選手権大会

※白黒写真は初期（昭和）のもの
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NPO法人こども環境活動支援協会（☎080-4735-8403）
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■編集・発行／西宮コミュニティ協会
　〒662‒8567 西宮市六湛寺町１０‒３ 市庁舎７階地域コミュニティ推進課内
　☎０７９８‒３５‒３４58　FAX ０７９８‒３６‒２８８２
　https://miyakko‒nishi.com/MIYAKKO‒SYSTEM/

■表紙題材／株式会社今竹
■編集協力／株式会社小西印刷所　 ■印刷／株式会社小西印刷所
■全市共通版広告の申し込み・問い合わせ／株式会社小西印刷所 本社営業 三島
　☎０７９８‒３６‒３６３６  FAX ０７９８‒３５‒１３３３  https://www.konishi‒p.co.jp/

■『宮っ子』は企画、 編集、 配布を市民ボランティアで行っている地域情報誌です。 各支所・市民サービス
　センターで配布しています。 過去のバックナンバーはインターネットから閲覧可能です。 宮っ子　検索 検 索
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トライやる・ウィークトライやる・ウィーク

　「1
0
0
年
つ
な
が
る
西
宮
〜
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
つ
な
げ
て
未

来
へ
〜
」
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
ま
し
た
か
。

　昭
和
38
年
の
文
教
住
宅
都
市
宣
言
は
、
西
宮
市
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
文
化
を
育
て
る
大
き
な
礎
と
な
り
ま
し
た
。
以
来
62
年
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
に
も
色
濃
く
反
映
さ
れ
、
地
域
情
報
誌

『
宮
っ
子
』
も
共
に
支
え
て
き
ま
し
た
。

　市
民
が
作
る
市
民
の
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
誌
と
し
て
、
昭
和
54
年
に

15
地
域
か
ら
始
ま
っ
た
『
宮
っ
子
』
は
全
市
に
広
が
り
、
今
で
は
26
地
域

と
な
り
、
編
集
員
が
地
域
に
根
差
し
た
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
皆
さ
ま
と
共
に
『
宮
っ
子
』
を
育
て
、
西
宮
市
と
共
に
「
新
し
い
地

域
社
会
の
創
造
」
を
目
指
し
、
さ
ら
に
未
来
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　今
年
も
皆
さ
ま
に
と
っ
て
明
る
く
、
幸
多
い
1
年
に
な
り
ま
す
よ
う
、

編
集
員
一
同
お
祈
り
し
て
お
り
ま
す
。

　28ページに新春読者プレゼントのクイズを
掲載しています。 本編を読み、クイズに答えて
応募してください。 

問い合わせ：西宮コミュニティ協会
　　　　　  ☎0798-35-3458(市・地域コミュニティ推進課内)

問い合わせ：市・教育委員会青少年育成課　
☎0798‒31‒5428　　 vo_k_seisyo@nishi .or.jp

日時：令和7年1月13日（月・祝）
開場時間：12時～14時20分（式典時間：13時～13時30分）

会場：阪神甲子園球場（西宮市甲子園町1‒82）
対象：平成16（2004）年4月2日～

平成17（2005）年4月1日生まれの人
内容：式典（式辞、来賓あいさつ、二十歳代表のことばなど）
※式典用の駐車場はありません。公共交通機関をご利用ください（会場周辺は駐停車禁止）
※北部地域臨時無料バスの運行、着付け直しコーナーはありません
※客席には屋根がありますが、来場の際は十分な防寒及び雨天対策をお願いします
※アルコール類、缶、瓶、危険物、ペット（盲導犬や聴覚犬を除く）は持ち込み禁止です
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コミ協レポート

編集後記

「西宮市二十歳のつどい」
令和
7年

新春読者プレゼントのご案内

　西宮市ではトライやる・ウィークで生徒が
活動を行う事業所を募集しています。詳しく
は、右記二次元コードを参照してください。
市・教育委員会学校教育課 ☎0798-35-3857

　昨年12月1日、たくさんの参加者が市内の名所を巡りました。
ゴール会場の八ツ松公園ではお楽しみ抽選会や和太鼓の演奏
会などがあり、楽しい1日となりました。

『宮っ子ウォーキング』『宮っ子ウォーキング』“わがまちを知る”“わがまちを知る”第28回第28回

●西宮市わがまち賞、コミュニティ協会賞の表彰
●講師・水津陽子さんコミュニティ講演会（合同会社フォーティR&C代表）

　当日、直接会場へお越しください

「参画と協働」のまちづくり

日 時 2月9日（日） 13時30分～　会 場 勤労会館ホール

　昨年10月26日に西宮市役所周辺で
開催された「第49回にしのみや市民祭
り」に「防災パビリオン～1.17から学んだ
地域の絆～」を出展しました。阪神・淡路
大震災当時の『宮っ子』の掲示やクイズ
などを実施し、多くの来場者に『宮っ子』に
関心を持っていただくことができました。

第49回

受け入れ事業者を募集！
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※配達の場合は別途500円を頂きます。

共済・その他各種保険商品を取り扱っております。
ご記入いただいた個人情報は、各種商品やサービスの案内・提供・維持管理以外の目的では使用いたしません。

地元ゆえの対応の速さ、何よりも顔の見える
西宮市民共済を本年も、よろしくお願い申し上げます。

令和7年 正月

資料請求など…お気軽に

お問い合せください

0798-35-0041

郵送でご希望の方
←左のハガキをご利用ください。

日曜日・祝日も24時間受付中

ホームページからも請求頂けます。

FAX

点 線 に 沿って 切り取り、ご 利 用くだ さ い 。

一家に一台備えましょう！
使用期限は10年です。
取扱いの説明もさせて頂きます。

消
火
器
販
売

消
火
器
廃
棄

YA-5NX/5型

（サイズによります）
（税込）4,900円～1本で

（　　　　　　　　　　　　　）
営業時間：9：00～17：30

土曜日は17：00まで、日曜日・祝日休業
年末年始休業12月29日（日）～1月3日（金）

0120-24-9431

組合員
特典

西宮市民共済で引き取ります。

古くなった消火器どうしたらいいの？

消火器1本の新規のご購入に対し、１本を無料回収いたします。
840円（税込）

Q.

A.

廃棄処分料 1本につき

期間内のリサイクルシール貼付分は、保管料として1本につき400円（税込）、組合員様は
無料（粉末消火器20型以下、消火器の種類やサイズにより価格が異なる場合があります）

交通共済交通共済交通共済交通共済 個人賠償責任補償個人賠償責任補償個人賠償責任補償個人賠償責任補償

1,000円年額
自転車でぶつかって
ケガをさせたら…

年齢制限
なし

自転車保険に備えるなら自転車保険に備えるなら

初　校
11／7

2　校
／

3　校
／

4　校
／

5　校
／

OY05841 宮っこ 1・2月号広告



【事務取扱生協】 西宮市民共済生活協同組合
【引受保険会社】 東京海上日動火災保険株式会社（幹事）
（非幹事保険会社）共栄火災海上保険株式会社/損害保険ジャパン日本興亜株式会社/三井住友海上火災保険株式会社

【団体契約者】※2人目からのご加入は、個人賠償責任がセット不要のため、
　月払保険料が160円安くなります。

2024年10月作成　24TC-003986

月払保険料（おひとりあたり）

900円コース
☆2人目からは740円となります。

最
高3億円
部位・症状に応じて 2万円～20万円

20,000円入通院
1日以上
治療給付金

入通院5日以上

示談交渉サービス付（日本国内のみ）
（日本国外1億円）

入通院給付金

個人賠償責任

年齢制限、健康診査なし！

自転車事故
でも安心！

一律

この誌面は、団体総合生活保険の概要をご紹介したもの
です。ご加入にあたっては、必ず「重要事項説明書」をよく
お読みください。ご不明な点等がある場合には、
取扱代理店までお問い合わせください。

全国の生協組合員の
団 体 契 約 だ から
保険料が割安！
団体割引

30％
団 体 契 約 だ から団 体 契 約 だ から
保険料が割安！保険料が割安！保険料が割安！

％％ケガケガケガケガ
コープの

（団体総合生活保険）

ケガケガケガケガケガケガ
新新

傷害一時金プラン
1日以上のケガの通院または入院で傷害一時金をお支払い！

西宮市民共済からのご案内
webからの
加入はこちら！

スマホでも
簡単アクセス

0120-24-9431通話料
無　料

まずはお気軽に
お電話で！

西宮市民共済生活協同組合

ホームページもご利用ください 西宮市民共済 検 索

募集
代理店（有）西宮協同サービス

組合員になって頂くには、100円の出資金が必要です。

営 業 時 間
（土曜日は17：00まで 日曜日・祝日休業）

〒662-0914 西宮市本町5番33号

9：00～17：30

火 災 保 険

風災、水災、火災、破損等、盗難・水濡れ等

地 震 保 険

地震による倒壊、火災、津波による流失

地震保険は火災保険とセットでのご加入となります。

台風など自然災害による被害補償をご検討の方へ

火災保険
台風など自然災害による被害補償をご検討の方へ

火災保険集団扱で保険料が

台風など自然災害による被害補償をご検討の方へ

集団扱で保険料が

割安
西宮市民共済の
組合員さんなら

詳しくは、「パンフレット」「契約概要」等をご請求のうえご覧ください。
（有）西宮協同サービスからのご案内

資料請求、お申込等については、裏面をご覧下さい。

初　校
11／7

2　校
11／11

3　校
11／13

4　校
／

5　校
／

OY05841 宮っこ 1・2月号広告
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